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日本藻類学会

日本藻類学会は 1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。本

会は定期刊行物Phyc泊logicalResearch (英文誌)を年4回， r藻類J(和文誌)を年 3回刊行し，会員に無料で頒布

する。普通会員は本年度の年会費7，∞o円(学生は5，αm円)を前納するものとする。団体会員の会費は 12，αm円，
賛助会員の会費は 1口20，∞o円とする。

問い合わせ，連絡先:(庶務)干 060北海道札幌市北区北 10条西8丁目 北海道大学理学研究科生物科学専攻系

統進化学講座堀口健雄(百LOlト706-2745，FAX 011-746-1512， e-mail horig@s1.hines.hokudai.ac.jp)，会計)干

060北海道札幌市北区北10条西8丁目 北海道大学理学研究科生物科学専攻系統進化学講座小亀一弘(TELOll-

706・2745，FAX 011-746-1512， e-mail kogame@s1.hines.hokudai.ac.jp)， (入退会司住所変更，会費)干 305茨城県つ

くば市天久保4・1-1国立科学博物館植物研究部 北山太樹 (TEL0298・53-8975，FAX 0298-53-8401) 

和文誌「藻類|への投稿:〒 305つくば市天王台 1-1-1 筑波大学生物科学系 井上勲(百L0298-53-6655， FAX 

0298・53・6614，かmailiino叫ye@sakura.cc.tsukuba.ac. jp) 

英文誌Phvcoloe:ica1Researchへの投稿:干 657神戸市灘区六甲台町 1-1 神戸大学内海域機能教育研究センタ一

川井浩史(百L078-803-0552， FAX 078-803-倒 88，e-mail kawai@gradura.scitec.kobe・uιjp)

1995-1996年役員

会 長:吉田忠生(北海道大学)

庶務幹事:堀口健雄(北海道大学)
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日本藻類学会第 20回大会
船橋-1996年3月

第2回案内

日本藻類学会第 20回大会を下記のスケジュールで開催いたします。

ふるってご参加くださいますようご案内申し上げます。

1 日程

2会場

1996年3月初日(木)口頭発表 ・展示発表 ・総会 ・懇親会

3月29日(金)口頭発表 ・展示発表・シンポジウム ・懇親会

発表会場 千葉県船橋市三山 2-2-1東邦大学理学部 3号館

懇親会場 東邦大学習志野ラウンジ

3経費 :6，000円 (学生は 4，000円)懇親会授を含む。

4参加および発表申込

(1) 大会参加者は発表の有無または共同発表者の有無に関わらず各自本誌綴り込みの参加申込票に必要事項

を記入し，大会準備委員会宛にお送りください。

(2) 研究発表される方(演者のみ)は発表要旨の原稿を大会準備委員会宛にお送りださい。

(3) 大会参加費，採集会の参加費は本誌綴じ込みの郵便振替用紙を使って送金ください。

(4) 参加申込票および発表要旨の原稿の送付，および送金の締め切りは 1995年 12月25日(必着)です。

5.宛先

(1)参加申込禁および発表要旨の送付先

274 船橋市三山 2-2-1

東邦大学理学部日本藻類学会第 20回大会準備委員会

(2)送金先

郵便振替口座 00120-0-25603 

6.評議委員会 ・編集委員会の開催

評議員会および編集委員会は，大会の前日に東京水産大学にて開催されます。大会の会場とは異なります

のでご注意下さい。

編集委員会 ・1996年3月27日(水)15: 00-16 : 30 

評議員会 ・1996年3月27日(水)16・30-18: 00 

会場 東京水産大学，資源育成棟， 2階会議室 (JR品川駅下車東口より徒歩 10分)

干 108港区港南4ふ 7 TEL & FAX: 03-5463-0526 (ダイヤルイン ・田中次郎)

7.採集会案内

大形海藻の採集と分類，そして押し葉標本作成を勉強する採集会をおこないます。学部学生と大学院

生，これから大形海藻を勉強しようとする若い人遂の参加を望みます。

期 日 3月25日から 27日までの 2泊3日。

採集地・千葉県館山市沖ノ烏周辺。

参加費用 2万円(宿泊費と押し葉標本作成費用を含みます)。

募集人数・若い人を優先して 20名までとします。

申込締切日 :12月25日。



沖ノ島はかつて高ノ鳥と共に，館山湾に浮かぶ島で、した。現在は高ノ島は埋め立てられ，iqJノ鳥も陸繋島と

なっています。高ノ鳥には水産講習所の臨海実験所があり，岡村金太郎博士が永〈滞在した所だそうです。現在，

高ノ島に臨海実験所はありませんが，高ノ島の弁天社境内には漁翁(岡村金太郎の号)の名が残る石碑がありま

す。館山湾を基準産地とする海藻の多くは，この周辺で採集されたものと思われます。沖ノ島周辺は，わずかで

すがサンゴの生育も観察されるほど千葉県では最も暖かい海域です。海藻が繁茂し，打ち上げも多い所です。採

集した海藻は，千葉県水産共同実習所で押し葉標本づくりをします。顕微鏡観察も行い，大形海藻の形態分類学

の基礎勉強を一緒にしたいと思っています。街泊は，共同実習所近くの民宿を予定しています。

8 その他の連絡先

(1) 274 船橋市三山2-2-1

束手11大学理学部生物学教室 日本藻類学会第20回大会準備委員長吉崎誠

T巴10474-72-5491 F似 0474-85-1855

(2) 274 船橋市三山2ふ l

東邦大学理学部生物学教室 日本i菜類学会第20回大会庶務幹事宮地和幸

Tel 0474-72-5247， Fax 0474-85-1855， email: miyajika@toho-u.ac.jp 

9会場までの交通案内

(1) A 総武線津田沼駅下車(東京駅地下ホームから快速電車で約 30分)津田沼駅北口から京成パスで国立

病院前下車 (京成パス 4番乗場から乗車ください。行先はいずれでも可です)。パス約 15分

(2) 京成成田線の京成大久保駅下車 (特急電車は停車しません。京成成回線は都営地下鉄「浅草線」に接続

しています)，徒歩 10分

10.宿泊案内

これらのお世話や斡旋は準備委員会としては致しません。藻類43巻2号の案内を参照して ください。

津田沼-
中
小東 一菜千

東京駅から総武線快速で
津田沼駅まで約30分
千葉駅から総武線快速で
津田沼まで約13分

東邦大学 東邦大学

J R津田

4φ 



11.発表形式および発表要領

(1)口頭発表

-一つの発表につき発表 12分，質疑応答3分です。(1鈴 10分， 2鈴 12分 3鈴 15分)

・映写スライドは 35mm版を使用し，スライドの粋には l図のように演者氏名，発表番号(大会プログラ

ム参照)，ス ライド総枚数，映写順序，手前上を示す赤マークを記入してください。

・繰り返し映写するスライドは必要回数分用意してください。

(2)展示発表

・展示パネルの大きさは，基本的に縦 18Ocm，横90cmを原則とします。2枚必要な人は申し出てください0

・展示パネルの上部には図 2のように発表番号，表題，氏名 (所属)を明記してください。

-研究目的，実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔にまとてめた文章をつけてください。また，写真

や図表には簡単な説明文を添付してください。

-文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読できるように調整してください。

.展示発表の紹介時間は 5分を予定しています。

-展示物は 28日の午前中までにはりだしてください。また， 29日の午後に撤収してください。

12発表要旨原稿の作成要領

-原稿はワ ープロを使用し，黒字で明瞭に印刷してください。

-原稿は B5用紙を用い，縦 150mm，横 l00mmの範囲内に収まるように作成してください。外枠はっけな

いでください。

. 1行目は左から J2.6mm空けてから書きはじめてください (この空白部分に発表番号が入ります)。

・演者名， i寅題，本文，所属の順に書いてください。

-共著の場合は演者名の前にOを付けてください。また，所属が異なるときは各著者名の後に *印を付し，

所属の項目でそれらを区別 してください。

-和文原稿の場合，区読点は f，J (コンマ)と foJを使用 してください0

.学名はイタ リックで表示するか下線を付してください。

-所属は ( )でくくり，枠内の最下段に位置するように書いてください。

-原稿はそのまま約2/3に縮小されオフセット印刷されます。縮小後も十分に判読できるように配慮してく

ださい。また，原稿は折り曲げずに台紙を入れて郵送してください。なお，著者校正はありません。

ー‘ ・ ….. 90c皿 ……..・ー映写順序 ー.11/10 
00枚のうちi枚目) .1 標題発表番号

氏名(所属)

M
m
n
g
 

発表番号 ー惨~I 15 佐倉宗五郎ド‘一 氏名

図1. {，史用スライド記入例

自
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図2. 展示パネル説明図



要旨原稿の見本

この部分は発表番号が入ります。空白にしてください。

ー可

t O飯田高日月九竹下俊治 H ・中野武登山・出口

博則*.地衣類サンゴゴケ属の Photobiont

サンゴゴケ属 (Sphaerophorus) は樹状の形態を持つ

地衣類であり司日本から 6種が知られている D 現在まで

に司本属のー・

一ーDictyochloropsisは地衣類、ビンゴケ目の主要な

Photobiontであると考えられる O

(*広島大・理・生物科学 “広島大・学校教育・

:理科， 付*広島大・理・宮島自然植物実験所)

この部分は発表番号が入ります。空白にしてください。

「ーーーーーー四ーーーーー・・ーーーー'ーーーーーーーーーーーーーーーーー・1

ー UMoraes， C.しB.¥Kasai，H.“， Saito， H.**， 

Taguchi， S.** and Taniguchi， Aア:Effect of UV -B radiation on 

pigment composition of a few common phytoplankton: A 

preliminary repo凡

Concern on the reduced ozone concentration in the 

stratosphere has received much world-wide attention， 

because， decreased ozone concentratation --一副

一一 marinephytoplankton which were exposed to 

UV-B radiation. 

(* Tohoku Univ.，付 HokkaidoNat'l Fish. Inst.) 

(原稿には枠をつけないで下さい)



日本藻類学会第20回大会参加申込票

整理番号

(フリガナ)

氏名 :

連絡先 :〒

電話およびファックス番号:

電子メ ーJレのアドレス:

参加形態 :(希望の番号をOで囲んでください)。

発表番号

所属 :

研究発表 演者として 2. 共著者としてする 3. しない。

発表形式 :口頭発表;展示発表 (該当するのをOで囲んでください)。

送金内訳 :(該当の番号をOで囲みください)

1 大会参加費(一般 6，000円

2. 大会参加費(学生 4，000円

3 採集会参加費 20，000円

以下は，研究発表について演者のみ記入してください。2つ以上研究発表される方は，この申込票を

コピーして追加してください。

演題 :

発表者氏名(所属) (共著者がいる場合演者の左肩にOを付けください)。

申込票は下記宛に 1995年 12月25日までに送付してください。

干 274 船橋市三山 2・2・1

東邦大学理学部生物学教室

日本藻類学会第 20回大会準備委員会

(住所の部分を切り取って，送付するときに使用してください)







藻類アート 問問鰍酬問問 問 問 地 捌 捌 問 問 縦 波 数 岡 阿

Ulva pertusa Kjellman アナアオサ

緑藻アナアオサは海藻の中でも最もポピュラーな種類の一つで，少々くす

んだ色合いの海藻が多い北海道の磯ではその濃い緑色は特に目に鮮やかに映

る。函館でも初夏の水温が高くなり始める頃，石川啄木一族の墓に近い住吉

漁港わきの離岸堤に固まれた浅瀬には，ずいぶん大きく成長したアナアオサ

の小群落ができる。ここは古い漁村の面影が残る一帯で，陸上から流れ込む

生活排水による富栄養化が影響しているらしい。

アナアオサは体制が単純なので，初めのうちは絵としてはあまり面白さを

感じなかったが，描きながら緑藻の中ではこれほど胸を張って自己主張する

ように生活する海藻はないと思い直してしまった。第一，その鮮やかな緑が

実に印象的で、，それだけでも絵心をそそる。印刷がモノクロで皆さんにそれ

を伝えられないのは残念だが ・ 。

川嶋昭二(干041函館市日吉町4丁目 29-15)



藻類 Jpn.J. Phycol. (Sorui) 43: 213-218， November 10， 1995 

日本の湖沼における車軸藻類(緑色植物)の分布の現状.その I

はじめに

野崎久義 1.・渡辺 信 l・加崎英男 l・佐野郷美2・加藤信重3・大森雄治4

l国立環境研究所生物園環境部〒 305茨城県つくば市小野川 16-2

2千葉県立国分高等学校干 272千葉県市川市稲越町 310

3濁協大学外国語学部干 340埼玉県草加市学園町 1・1

4横須賀市自然博物館干 238神奈川県横須賀市深田台 95

Hisay'Oshi N'Ozaki同， Mak'Ot'O M. Watanabe'， Hide'O K描紘i'，Sat'OmiS四'0'， N'Obushige Kat'O'叩dYuji Om'Ori' 1995: 

Current state 'Of distributi'On 'Of出eCharales (Chl'Orophyta) in Japanese lakes. 1 Jpn.1. Phyc'Ol. (Sorui) 43:213-218 

百ledis甘ibuti'On'Of the Charales in Japan was rep'Oned based 'On field su四eys'Of 10 lakes as well出'Ona recent repoロf'Or

'Other f'Our lakes (N'Ozaki et al. 1994)， and c'Ompared with曲目 f'Orthe same lakes studied ab'Out 30 years ag'O (Kas紘i

1964). Alth'Ough 22 charalean阻xahave been rec'Orded (K拙 aki1964)， n'Ow 'Only f'Our taxa can be f'Ound. Charalean 

species may have be叩extinctin eight am'Ong the 13 lakes durig last 30 y曲目. Such extincti'On s田 mt'O be caused by 

recent p'Olluti'On 'Of the lake water， the artificial in甘oducti'On'Of grass carps (Ctenopharyngodon idellus) 'Or白eartificial 

fluctuati'On 'Of water level f'Or hydroelectricity， etc目 Itis suggested that Nitellopsis obtusa (Desv.) J. Gr・，Chara globularis 

百四ill.v町 .hakonensis Kasaki叩 dNitella minispora Imah. et Suga may be n'Ow extinct from the Japanese charalean 

fl'O回.官時lattertw'O taxa were endemic t'O Japan 

Key index words: Charales， Chlorophyta， distribution， endangered t，目 a，extinct t山 'a，lakes

'Nati'Onal Institute f'Or Envir'OnmentaI S四dies，16-2 On'Ogawa， Tsukuba-shi，Ibaraki 305 

'K'Okubun Seni'Or High SchooI， 310 Inag'Oshi-machi， Ichikawa-shi， Chiba 272 

， Faculty 'Of F'Oreign L叩guages，Dokkyo University， 1-1 Gakuen-ch'O， S'Oka-shi， Saitama 340 

'Y'Ok'Osuka City Museum， 95 Fukadadai， Y'Ok'Osuka-shi， Kanagawa 238 
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車軸藻類(車軸藻目)は湖沼や水田等に生息する植

物群で，日本においては 1960年代までに分布及び分類

学的研究が一応完了し，4属74"種以下分類群"(以降"

種類"とする)の存在が明らかになっている(広瀬・

山岸 1977)。特に湖沼に生息する車軸藻類は，水生維管

束植物の生息域(水草帯)よりやや深い湖底に繁茂し，

いわゆる"車軸藻帯"を形成している (Kasaki1964)。

Kasaki (1964)は日本各地の 46湖沼の車軸藻類の分布

及び生態を調査し (Fig.1) ，4属31種類の生育を明ら

ヵ、にしている。

都井の頭公園の池には現在その姿を全く見せないし

(加崎未発表)，原産地以外の唯一の生息地であった群

馬県宮城村原の沼では1965年に養鯉を始めたため絶滅

したと言われている(橋本 1987)。また，最近筆者等が

実施した日本産の車軸藻類の現在における分布の予備

的調査でも，ホシツリモ [Nitellopsisobtusa (Desv.) J. 

Gr.)及びハコネシヤジクモ(白銅globularis百 ui11.var. 

hakonensis Kasaki)が絶滅した可能性が極めて高い事が

示唆された(野崎他 1994)。

ところが近年，車輪藻類の日本における分布の減少

及び消失が水草類の調査・採集から示唆されるように

なってきた。たとえば日本固有変種であるイノカシラ

フラスコモ (NiteJJamirabilis N'Ordst. ex J. Gr. var. 

inokashiraensis Kasaki ex R. D. Wood) は現産地の東京

*現住所:T 113東京都文京区本郷7-3-1東京大学大学

院理学系研究科生物科学専攻進化多様性生物学大講座

*Present address: Department of Biologica1 Sciences， 

Graduate Schoo1 of Science， University ofTokyo， Hongo， 

Bunkyo-ku， Tokyo 113 

湖沼における車軸藻類の現在の分布状況を調査する

ことは，本藻類群の保全のための基礎資料となるだけ

でなく，日本の湖沼における水環境の実状を明確にす

る事にもつながると言えよう。このような視点で，筆

者らは約 30年前の分布のデータがある全国の46湖沼

(Kas紘i1964)の再調査を開始した。今回は 10湖沼(北

印勝沼は1964年には印搭沼と分離していなかったので

当時の9湖沼に相当)の調査結果を報告する。また，前

回の報告の結果(野崎他 1994) を加え，計 14湖沼に

おける車軸藻類の分布状況と本藻類群の種の生存の危

機的状況について議論する。
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調査方法

調査は 1994年6月から 10月に実施した。これは一

般的に車軸藻類が繁茂していた時期 (Kas法i1964)に

あたる。調査方法は原則として Kasaki(1964) に準じ

た。すなわち，ボート上から錨型の車軸藻採集器を用

いて湖底から車軸藻類を引っかき上げるという方法を

用いた。各i胡の調査地点は Kasaki(1964) に準じたが，

地元の研究者または漁業関係者等から得られた最新

の"水草"の生育状況をも参考にした。透明度の高い

所では，ボートの上で水面から湖底を直接観察して，生

育の有無を確認した。透明度が低い等の理由で直接観

察できなかった場合は，湖の岸から 10m以内の場所を

錨型の車軸藻採集器を用いて湖底から 10から 25図引

き上げた。透明度は透明度盤(離合社，東京)を，温度

とpHは野外pHメーター SA230 (Orion Research， MA， 

U.S.A.)を用いて測定した。

調査結果

今回の 10湖沼での車軸藻類の出現種の有無及び藍

藻の水の華の出現状況・水生維管束植物の生育状態は

次のとおりであった。前回の報告(野崎他 1994)の結

果をも含めた計14湖沼における現在の車軸藻類の分布

と30年前のデータ (Kasaki1964) を対比したものを

Table 1にまとめた。

1.千葉県手賀沼 (1994年6月 13日，水温24t，pH8.0，

透明度約0.5m)

Microcystis spp.等の藍藻の水の華が大量に発生して

いた。過去に車軸藻帯・水草帯のあったとされている

手賀沼大橋より西(加崎未発表)を中心とした3ヶ所

で採集器を用いて調査したが，車軸藻類の生育は確認で

きなかった。岸辺にはガマ，アシが生育していたが，沈

水性及び浮水性の水生維管束植物は確認されなかった。

3 

Fig. 1. Forty six 1akes in Japan from which K血球(1964)問叩rdedcharaiean species. 1 : Lake Abashiri， 2: Lake To白白u，3・LakeAk叩，4:

Lake Toro， 5 : Lake Shikaribetu， 6: Lake Utonai， 7: Lake Kuttar弘 8:Lake Onuma， 9: UホeJu阻n，10: Lake Tsugaru-j町甘ko，11 : Lake Sakyo， 

12: Lake Takahoko， 13 : Lake Ichiyanagi， 14: Lake Tarnogi， 15 : Lake Ogawara， 16: Lake Tsuta， 17 : Lake Towada， 18: Lake Hachirogata， 

19・LakeInawashiro， 20: Lake Hinuma， 21 : Lake Kasumigaura， 22: Lake Chuzenji， 23 : Lake Yunoko， 24: Lake Oze， 25 : Lake Tatara， 

26・LakeInba (including Lake North Inba) ， 27・LakeTega， 28: Lake Ashinoko， 29: Lake Yarnanaka， 30: Lake Kawaguchi，31 : Lake 

Matsubara， 32 : Lake Suwa， 33 : Lake Kizaki， 34: Lake Nakats凹 a，35: Lake Nojiri， 36: Lake Kahokugata， 37: Lake Imaegata， 38: Lake 

Kibaga阻，39・LakeShibayarnagata， 40: Lake Biwa， 41 : Lake Togo， 42: LakeShi吋i，43:Lake Jin回 i，44・LakeB削刊，45・LakeImu阻，46:

Lake Ikeda 

1.網走湖，2.1寿沸湖， 3.阿寒湖， 4.堵路湖， 5.然別i胡， 6.ウトナイ湖， 7.倶多楽i胡， 8.大沼i朗， 9.十三i胡， 10.津軽十二湖， 11. 

左京沼， 12.鷹架沼， 13.市柳沼， 14.図面木沼， 15.小川原湖， 16蔦沼， 17.十和田湖， 18.八郎潟， 19.猪苗代湖， 20澗沼， 21. 

霞ヶ浦， 22中禅寺湖， 23.湯の湖， 24.尾瀬沼， 25多々 良沼， 26印搭沼， 27手賀沼， 28芦ノ湖， 29.山中湖， 30.河口湖， 31. 

松原湖， 32.諏訪湖， 33木崎湖， 34.中網湖， 35.野尻i胡， 36.1可北潟， 37今江潟， 38木場潟， 39柴山潟， 40.琵琶湖， 41.東郷

池， 42.宍道湖， 43.神西湖， 44.崎竜i胡， 45.蘭牟田池， 46.池田湖
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2.千葉県北印施沼(1994年6月13日，水温25'C，pH7.7-

8.1，透明度約 1m) 

Microcystis spp.等のlA藻は水の華状態にはなってい

なかったが，集塊が水中に浮遊していた。甚兵衛大橋

付近(調査地点は地元の漁業関係者の情報に基づく)

の付近の 4ヶ所で採集器を用いて調査したが，車軸藻

類の生育は確認できなかった。水生維管束様物はオニ

ピシ・ハスが少量存在したが，沈水生のものは確認さ

れなかった。

3.千葉県印纏沼

地元の漁業関係者の情報に基づき以下の地点を採集

器を用いて調査したが，車軸漆の生育は確認されな

かった。

船戸大橋付近の東西4ヶ所 (1994年6月13日，水温

29'C， pH9.7，透明度O.4m)

Microcystis spp.等の藍藻が大量に水の華を形成して

いた。 lヶ所でマコモ・アシが観察された。沈水生の

維管束植物はクロモを 1本引き上げただけであった。

同地点東西 2ヶ所 (1994年8月26日，水温28'C，

pH7.8，透明度O.5m)

Microcystis spp.が大量に水の華を形成し，船戸大橋

付近のボート乗り場の辺りを覆っていた。調査した

2ヶ所のうち， 1ケ所ではヒシが水面を夜い，もう lケ

所ではマコモが繁殖していたが，沈水性のものはな

かった。

阿門橋付近 (1994年9月 13日，水温28'C，pH 7.5，透

明度0.6m)

Microcystis spp.は水面で水の華を形成していなかっ

たが，水中では集塊で存在していた。ヒメピシが繁茂

していた。

手取川河口付近 (1994年9月13日，水温26'C，pH7.7，

透明度0.5m)

Microcystis sppは水中で集塊となって存在してい

た。エピモ，コカナダモが生育していた。

4.栃木県湯の湖(1994年9月9日，水温 16'C，pH7.0，透

明度4-5m)

i胡の水辺を一周し， 15ケ所で採集器を用いて調査し

た。そのうち，6ヶ所でオオフラスコモ (Nitellaf1exilis 

Agardh v訂.Jongi.ゐ，JiaBraun) ， 1ケ所でカタシヤジクモ

(Chara gJobuJ.且risvar. gJobuJ.卸 s)が生育している事が確

認された。コカナダモが湖底全体に大量に繁茂してい

た。

なお， Kasaki (1964) がヒメフラスコモ (Nitella

f1exilis var. f1exilis)と同定していた湯の湖のものが，正

確にはオオフラスコモであることが今回判明した。

5.栃木県中禅寺湖 (1994年9月9日，水温22'C，pH8.3 

透明度 11-12m)

西岸の千手ヶi兵と菖蒲ヶ浜を水面から直接観察しな

がら採集器を用いて調査した結果，シヤジクモ (Chara

braunii Gme1in)が双方に，カタシヤジクモが菖蒲ヶ浜

に，また，ヒメフラスコモが千手ヶ浜に生育しているの

が確認できた。また，コカナダモが湖底に大量に繁茂

していた。

6.北海道大沼湖 (1994年9月22日。水温 19-21'C， pH 

6.7-7.9，透明度0.5・1.6m)

Microcystis spp.等の藍藻の塊が浮遊していたが，水

の華にはなっていなかった。水辺を一周し， 11ヶ所で

採集器を用いて調査したが車軸藻は確認できなかった。

水生維管束植物はヒルムシロ，コウホネ，タヌキモ，ヒ

ツジグサ，ヒシ(少量)，マツモ(少量)，フサモ，クロ

モ，セキショウモが確認された。

大沼湖漁協によると 1975年頃ソウギヨ

(Ctenophru抑留odonidellus)の稚魚、が3，αm匹放流され，

1984年ころから藍藻の水の華が発生し始めたという。

7.茨城県霞ヶ浦(1994年 10月 18日，水温21'C，透明

度0.3-0.8m)

Microcystis spp.とOscillatoriaagardhu Gomontが優占

していたが，水の華状態には至っていなかった。水草

が生育している 5ヶ所(国立環境研究所の情報によ

る)で採集器を用いて調査したが車軸藻の生育は確認

できなかった。アシが4ヶ所で，アサザが1ヶ所で確

認された。

8.長野県木崎湖 (1994年 10月27日，水温 17-18'C，pH 

8.2-9.0，透明度 5-6m)

水辺を一周する 20ヶ所で水面より直接観察しなが

ら採集器を用いて調査した。車輸藻の生育は確認され

なかった。水生維管束植物のヨシ，ジ、ユンサイが一部

の水辺に生育していたが，沈水性のものは確認されな

かった。

ソウギョが放流されているとの事である(地元の観

光業関係者の情報による)。

9長野県青木湖 (1ω99舛4年 10月2幻7日，水j温昆Iη7'C，pH8.3 

透明度8m)

北半分の水辺を水面より直接観察しながら採集器を

用いて調査したが，生育は確認されなかった。維管束植

物は獅子ヶ鼻付近でヒルムシロ科の一種が確認された。

1948年頃昭和電工が水力発電を実施した結果，渇水

期(冬期)には 21m水面が低下する様になり，それ以

来沈水生の水草は殆ど無くなったとの事であった(地

元の元漁業関係者の情報による)。また， 1980年代にソ

ウギョが放流されているとの事でもあった。なお，

Kas紘i(1964)には青木湖についての記載はないが，
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Table 1. Comparison of charalean taxa found in 14 lakes before 1964 (K田政i1964) 血 dd町 ing1993-19ヲ4.

Lakes before 1964 • 

Lake Onuma (8) d Nitella flexiJis var. flexiJis 

Chara bra山1ii

C. globuJaris v町 .globularis 

Lake Kasumigaura N.hyal白a

(21) C. braunii 

C. corallina 

C. grobuJaris v町 .globularis 

Lake Chuzenji (22) N. flexilis var. flexiJis 

N. flexilis v町 .bifurcata 

C. braunii 

C. globuJaris var. globularis 

Lake Yunoko (23) N. flexilis v町 .longifoJia f 

C. globuJaris var. globuJaris 

Lake Inba N. acum白a飽 var.capituJifera 
Lake North Inba N.hyal白a

(26) C. benthamii var. benthamii 

C.b周回ii

C. coralJina 

C. globuJaris var. globularis 

C. zeylanica 

Lake Tega (27) N.ac凹凶natavar. capituJifera 

N. flexilis var. longi.ゐlia

N.晶m:atavar. fallosa 

N.hyaJina 

N.imahorii 

(= To/ypelJa graciJis) 

N.moro昭iiv町 .spiciformお

N. orien凶1s

C. braunii 

C. coraJlina 

C. globuJaris var. globularis 

Lake Ashinoko N. batracho呼却nη剖

(28) N. flexiJis v紅 .flexilis 

N. gracilens 

N. hyaJiJ祖

N. pseudoflabelJata 

f. macrophylJa 

Nitello戸isobtusa 

C.braunii 

C. coraJJina 

C.globuJ.副"isv町'.globularis 

C. globularis v町'.hakonensis 

1993-1994 

b Notfound 

b Notfound 

b N. f1exiJis var. f1exilis 

C. braunii 

C.gJlめuJarisvar. gJlぬ凶直is

Other information d山畑g1993-1994 

Maα"0配OplCgroW由 ofcyanobacteria 

Artificial introduction of gr踊scarps 

1R e = O.5-1.6m 

Water bloom of cyanobacteria 

1R = O.3-O.8m 

τ'R= 11-12m 

b N. f1exilis var.longifoJia 1R = 4-5m 

C.gJobuL剖'svar.gJobuJaris 

bNotfound Wa旬rbl∞mof cyanobacteria 

τ'R = 0.4-1m 

b Notfound 

巴 N.f1exiJis var. f1exiJis 

C. braunii 

C.gJobuJ.尉isvar.gJobuJatお

Water bloom of cy胡 obacteria

1R=O.5m 



Table 1. (continued) 

Lakes before 1964 ' 

Lake Yamanaka Nitella flexiIis var. flexiIis 

(29) N. hyalina 

Nitellopsis obtusa 

C. braunii 

C. globularis var. globularis 

Lake Kawaguchi Nitella flexilis var. flexiIis 

(30) N.grι-ilens 

Nitellopsis obtusa 

C. br富山山

C. globuJ.白1Svar. globuJaris 

Lake Suwa (32) Nitella flexiIis var. flexilis 

C. braunii 

LakeK包紘 (33) N. flexilis var. flexilis 

N. minispora 

C. braunii 

Lake Nojiri (35) N. flexiIis var. flexiIis 

N. furcata var.民IIcata

N.g四 cilens

N. morongii v訂 spicifonnis

Nitellopsis obtusa 

C. benthamii var. ben的副担11

C. braunii 

C. sej叩 cta

Lake Aoki Not found 

車軸藻類の分布

1993-1994 

， N. flexilis var. flexilis 

C. bra凹lIi

C. globularis var. globularis 

， N. flexiIis v町 .flexilis 

C. braunii 

C. globuJaris var. globulan・s

b Notfound 

b Not found 

， Notfound 

b Not found 

O出erinforrnation d町時 1993-1994

Macroscopic growth of cyanobacteria 

TR = 0.5-0.6m 

Artificia1 introduction of grass carps 

TR=5-6m 

Art泊cia1introduction of grass carps 

TR = 3-5 m (叩publisheddata) 

217 

Artificia1 fluctuation of water level (6-8m) 

for hydroelectricity and excavation of fossil 

elephants' 

Artificia1 introduction of grass carps 

TR=8m 

Articifia1 fluctuation of water level (21 m) 

for hydr田 lec凶Clty

a: From Kasaki (1964) except for Lake Aoki， which was surveyed ne町 1960by Kasaki (unpublished da阻)，b: From present study， c : 

Basedon Nozはiet al. (1994) ， d: Number oflake corresponds to白紙泊 Fig.l，e:Tr叩 sp師 ncyof lake water， f: Forrna1ly identified出 N.

flexiIis var. flexiIis (K邸紘j1964) ，g ・Unpublisheddata of Nojiri-ko Museum. 

1960年頃に本湖沼を調査し，車軸藻類が生育していな

かった事を確認している(加崎未発表)。

1叩o.長野県諏訪湖(Iω99舛4年 1ω0月2泊8日，水j温旦1η7'C，pH7.5

7.6，透明度O.5-0.6m)

Microcystis spp.等の藍藻の塊は発生していたが，水

の華状態にはなっていなかった。南岸の終末処理場付

近の沖の浅瀬を 3ケ所(信州大学臨湖実験所の広田氏

の情報による)と西岸の湊付近 (1970年頃ホシツリモ

らしき車軸藻を確認していたところ;加崎未発表)で

採集器を用いて調査したが確認された種はなかった。

セキショウモ，コカナダモ，アサザが終末処理場付近の

沖で生育していた。

湖のすべてがコンクリート岸となっているとのこと

であった(信州大学臨湖実験所の情報による)。

考察

Table 1に示す様に， 14湖沼中9湖沼で車軸藻の生育

は確認できなつかた。そのうち青木湖では1960年頃に

車軸藻類が生育していなかった(加崎未発表)。残る

8湖沼ではここ30年の聞に車軸藻類は消滅した可能性

が高い。 5湖沼(霞ヶ浦，印搭沼，北印勝沼，手賀沼，諏

訪湖)では透明度が1m以下になっており ，Microcystis 
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spp.等の藍藻の塊または水の華の発生が認められた。

これらの事実だけで車軸藻が生育できなくなった原因

を特定することはできない。しかし，車軸藻類の消滅

の原因としては，近年の人為的な排水等の流入による

湖沼の汚染が湖水の透明度を低下させ，車軸藻類の生

育する湖底に十分な量の光が供給されなくなったこと

や水中の農薬等の有害化学物質による影響が考えられ

る。また，車軸藻類が消滅した可能性のあるこれらの

湖においては，沈水生の維管束植物の生育が確認され

る所もある。これは，水生維管束植物のいくつかの種

が車軸藻類よりも水質の汚染に強い可能性を示すもの

とも考えられるので，今後の両者の水環境汚染への耐

性の研究が期待される。一方，透明度が1m以上で，車

軸藻類が生育していない4湖沼(大沼湖，木崎湖，野尻

湖，青木湖)では，ソウギョが放流されている(桜井

1985，野崎他 1994)。その内の野尻湖および青木湖で

は水力発電等の為の急激な水位変動が実施されている

(但し，青木湖の水位変動が実施される 1948年以前の

車輪藻類の生育のデータはない)。従って，これらの湖

沼における車軸藻類の減少・消滅の原因として，ソウ

ギョによる摂食(桜井 1985を見よ)及び水位変動に

よる湖底の車軸藻帯の露出が考えられる。この点につ

いても研究が待たれる。

一方，車軸藻類の生存の確認された5湖沼はすべて

山間にあり，観光地でもあるため，ある程度水質の汚濁

が規制されている場所である。しかし，これらの5湖

沼でも車軸藻類の種類数は激減しており (Table1) ，こ

れらの湖沼に於ける水環境の悪化と車軸藻類自体の危

機的状況が伺える。

今回と前回(野崎他 1994)で調査した 14湖沼にお

いては，K泌総i(1964)によると 22種類の車軸藻類が確

認されている。この中で8種類は湖沼に特有であり，池

や水田には生育しない(広瀬・山岸 1977)。しかし，今

回と前回の調査でその生存が確認されたものはわずか

4種類(シヤジクモ，カタシヤジクモ，ヒメフラスコモ，

オオフラスコモ)である (Table1)。この中でも，カタ

シヤジクモは湖沼特有種であり(広瀬・山岸 1977)，緊

急な保護対策が必要と考えられる。また， 14湖沼から

消滅した可能性のある車軸藻の中で，湖沼に特有で，こ

れらの場所以外日本では発見されていないものとして

は，ホシツリモとハコネシヤジクモ(野崎他 1994)

チュウゼンジフラスコモ (Nitellaflexilis var. bifurcata 

Kasakj)及びキザキフラスコモ (Nitella minispora 

Imah. et Suga) の4種類が挙げられる。後者 3種類は

日本固有である (Wood1965)。このうち，チユウゼン

ジフラスコモについては中禅寺湖での生育が確認され

ていた東岸 (Kasaki1964)の調査が今回は実施されな

かったため，現時点ではその存否については結論づけ

る事はできない。しかし，少なくともハコネシヤジク

モとキザキフラスコモの2種類が絶滅している可能性

が高いこととなる。

以上のように現在，水環境破壊の為に日本の車軸藻

類全体が危機的状況にある事は間違いない。特に湖沼

に特有な種類については今後の調査でその実体が明ら

かになるだろう。その中で，多くの車軸藻類が存続す

る湖沼が残されていれば，湖沼とそれを取り巻く環境

全体を保護する対策が必要と考えられる。しかし，こ

の対策を実現していくには政治・経済的な拘束があり，

かなりの困難が予想される。従って，絶滅が危倶され

る車軸藻類の種類を生きた状態で後世に伝えてゆくに

は，それらの培養株を確立し，人工的な環境で存続・維

持させる事が必要となってくる。
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薮 蕪 1・四ツ倉典滋2 ホソメコンブの配偶体と幼芽胞体内核分裂

についてのノート

Hiroshi Yabu阻 dNorishige Yotsukura.1995.Notes to nuc1ear divisi叩 in出egametophytes and young sporophytes of Laminaria re/igiosa 

Miyabe. Jpn.J.Phycol.(Sorui) 43:221・224

Male and female gametophytes and young sporophytes of Laminaria re/igiosa Miyabe collected台omKamome-jima at Esashi， in southem 

Hokkaido， had been cultured for some cytological observations. In the male gametophytes and young sporophytes. one chromosome was 

occasionally observed to move ap町tfrom other chromosomes.百lechromosome number of this species has hitherto heen reported酪 n=220r

n=32 for the specimens from Oshoro. Hokkaido. Our chromosome counts in出isstudy were ca. 30 in the male and female gametophytes.岨 d

usually 32 or ca. 60， but rarely 16 in the one-or tw仔 celledsporophytes. The eggs produced fro回 出efemale gametophytes on the slides wi血

much gametophyte渇frequentlyshowed to have intruding male nuc1eus or fusing male and female nuc1eus.百lechromosome numbers in出e

yo凹 19sporophytes found on出e阿 oslides; one with 200 gametophytes per 1 mm三曲eotherwi血40gametophytes per Imm九indic渇ted血at出e

ratio of diploid 10 haploid sporophytes w酪 66:340n白 formerslide and 31 : 69 on the latter. 

KのlndexWords: L田川nariareligiosa -gametophyte -mitosis -Phaeophyceae -young sporophyte 

'Hiroshi Yabu， Yunokawa-cho 2・ 11-11~705， Hakodate. Hokk副do.042 Japan干042北海道函館市湯川町2・11-11-71白

'Norishige Yotsukura， Faculty offisheries. Hokkaido University， Hakodate， Hokkaido. 041 Jap血北海道大学水産学部水産植物学講座

干 041北海道函館市港町3-1-1

ホソメコンブ (Laminariareligiosa Miyabe)は北海道

では石狩湾から道南地方の白神崎に至る沿岸に分布し

(神田 1946)，小樽市忍路湾では毎年夏から晩秋にかけ

て顕著な群落を形成する。本穫の染色体についてはこ

の忍路産の材料を用い，船野 (1978，1983) はn=22，

2n=44， Yabu and Yasui (1991)は n=32，2n=約 60であ

ると報告している。著者らは最近，北海道桧山郡江差

町鴎島で 1994年 10月9日に採集した藻体から遊定子

を放出させ， 10'C， 2000Lux下で改変 Grund液

(McLach1an 1973)を用いて培養を行い，幼芽胞体が形

成され始めた時に，酢酸・アルコール (1: 3)で固定し

た後，酢酸・鉄・ヘマトキシリン (Wi伽醐 1965)で

染色し，核分裂を観察したがその概要をとりあえずこ

こに言己しておきたい。

配偶体細胞内の核分裂

雄性配偶体細胞では核分裂中期で焦点を変えて検鏡

の結果約30の染色体が算えられた。 Fig.lは18個の染

色体が見える焦点面で撮影したものである。 120個体

の雄性配偶体のうち約半数の65個体の細胞内では核分

裂の中期で染色体群より離れて行動する I個の染色体

が (Fig.2)，そして中期と後期の側面観 (Figs.3，4)で

は一方の極へ先行する 1個の染色体がしばしば認めら

れた。この l個の染色体は形成されたばかりの造精器

内では染色体群に付着する球形又は卵型の小体として

出現し，しばらくの聞この状態が続き (Figs.5・7) ，形

成されたばかりの精子でもこの小体は幾分縮小して残

存する。しかし完成された精子内ではこの染色体は認

められず，核はほぼ球状となる。雌性配偶体の細胞内

では雄性配偶体で見られた染色体群と離れて行動する

l偲の染色体並びに極に先行する染色体は全く観察さ

れなかった。この染色体については， Yabu and 

Sanbonsuga (1981) がトロロコンブ (Cymathaere 

japonica)の雄性配偶体で観察しているような性染色体

ではないかと推察される。雌性配偶体の核分裂中期で

顕微鏡の焦点を変えて算えた染色体数は雄性配偶体の

場合と同様に約 30であった (Fig.8)。

受精経過

遊走子を多量に放出させて配偶子が濃密に着生する

スライドグラス上では卵に侵入する精子の核，並びに

融合している精核と卵核がしばしば観察された。精子

が卵に付着すると精子の核は卵内に進入し (Fig.9) ， 

卵の細胞質内を通過する精核は染色液に濃く染まるた

め容易に識別できる (Fig.lO)。精核は卵核に接すると

模状となり (Fig.11) ，受精すると (Fig.12) ，核内で

は最初のうちはあたかも 2個の仁が存在するかのよう

に見えるが，その l個は精核でこれは卵核の仁よりも

よく染まる。間もなく卵核内の仁と精核は消失し，次

第にやや太い染色体に変化してくる (Fig.13)。

幼芽胞体細胞の核分裂

幼芽胞体内細胞では2n=約60(Fig. 14) ，n=32 (Fig. 

15)の染色体数の他にごく稀に 16(Figs. 16， 17)の染

色体を有するものが存在した。この2nとnの染色体数

は忍路湾産のホソメコンブについて Yabuand Yasui 
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(1991 )が報告している数と 一致する 。Yabu and 

Sanbonsuga (1985)はMllcrocyslisangustifoJiaの幼芽胞

体で今回のホソメコンブについての結巣と 同様に

n=32， 211=約 60の他に 16の染色体数を認めている。他

の地域に産するホソメコンブについても遊定子を培養

した場合 16の染色体数を有する芽)1包体が出現するか

どうか更に調べる予定である。幼芽胞体の核分裂中期

¥ 

lb 

、

¥ 

ではしばしば染色体群より離れて行動する 11聞の染色

体又は一方の極へ先行する 1個の染色体が観察された

(F伊 18，19)。

単為発生幼芽胞体の出現率

コンブ日植物を培養すると芽JJ包体が単為発生する場

合のあることが染色体数の雌認により既に多数の種に

，.， 

Y 
Figs. 1-20. nuclear division in ti1e gametophytes and young sporophyes of ulmitwria religioSeJ Miyabe. Bar=IOμm in Fig. 1 applying 10 Figs. 

2-18. Ba戸 O.lml11in Fig. 19 applying 10 Fig. 20 

Fi呂s.1-8. NucJear division in Ihe gamelophyles. Fig. 1. Melaphase nllcJellS ¥Vilh ca. 30 chromosomes in Ihe cell of male gamelophyle. Fig. l' 

The same as sho¥Vn in Fig. 1， lraced from one focus level. Fig. 2. Melaphase nucJeus 、.vitha chroI11osomcs (arrow) l110ving apart from the 

chromosome group in the cell of l11aJe gametophylc. Fig. 3. Side vicw of metaphase nucleus with a precocious chromosome (arrow) in the cell 

of male gamclophylc. Fig. 4. Anaphase Iluclcus with a prec田 iouscJu.omosome (arro¥V) in Ihe cell of male gamelophyle. Figs. 5-7. NllcJei with 

a chromosome (atTOW) anaching 10 the chrol1losomc group in the anlheridia. Fig. 8. Melaphase nuclcus with ca. 30 chromosomcs in the cell of 

fel11ale gal11elophyle. Fig. 8'. The same as shown in Fig. 8， traced from one fOCllS level 

(Next page-惨)Figs. 9-12. Fertilization process of I11l:lle and female nuclei in Ihe egg cells. Figs.9， 10. Male nucleus (arrow) just entered in 

the egg. Fig. 9'. Drawing of Fig. 9. Fig. 11. arrowhead-shaped male nucleus (arrow) att.aching 10 Ihe female nucleus in the egg. Fig. 12. Male 

nucJellS (arrow) jusl fused wilh Ihe egg nucJeus. Fig. 12'. Drawing of Fig. 12. Figs. 13-19. NucJe山 division川 Iheyoung sporophyles. Fig. 13. 

Prophase chromosomes (2n=ca.60) in one-celled sporophyle. Fig. 14. Melaphase chromosomes (2n=ca.60) 川 町le-celledsporophyle. Fig. 

15. Melaphase chromosome (n=32) in one-celled sporophyle. Fig. 16. Melaphase nucJeus with 16 chromosomes in 0印n児e-c印elle“ds叩1'0印rop仰hyl阻e 

F町1旦1凶6'.Dr 

、W刷v叫11川仙11山h、ac凶hrol11o田so印ome官e (ωar円rrow刈) mov川l口川ngapa川1川1f白ro印111thechl刊l悶附o印01110旧os叩0111】negr悶'Oll叩pin a cell of t山hree-celledsporophyle. Fig. 19. Melaphase nucleus wilh 

a precocious chromosome (arro¥V) 1110ving 10¥Vards one of Ihe poles. Figs. 20， 21. Gamelophyles on Ihe slides prepared 10 observe Ihe 

appearance of haploid and diploid sporophyles by Ihe chrol11osol11e counlS. Fig. 20. Gl11elophyles on a parl of Ihe sJjde wilh 40 individuals pel 

1111111 2 .Fig. 21. Gal11elophyles on a pan of the slide wilh 200 individuals per 1111111 2 
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Table 1. Number of diploid and haploid sporophytes ascertained by 
the chromosome counts for 100 individuals on the two different slides 
containing 200 and 40 gametophytea per Imm' respectively. 

Slides examined Number of diploid Number of haploid 
sporophytes sporophytes 

slide with 200 
gametophytes per 1 mm' 

slide with 40 
gametophytes per 1 mm' 

66 

31 

34 

69 

ついて報告されている (Cole1968， Evans 1965， 1966， 

Lewis et aJ. 1993， Nak泊目 1984，簸・能登谷 1985，Yabu 

and SanbonSI明 1985，簸ら 1985，簸ら 1988，簸・三本菅

1990，簸・谷口 1990，Yabu and Yasui 1991， Yabu et a1. 

1992， Yasui 1992a， 1992b， Yasui and Notoya 1993)。雌雄

配偶体の距離が離れていると受精の機会が少なくなる

ため単為発生体が出現する頻度は単位面積中に着生す

る雌雄配偶体の密度と関係があるものと推定される。

そこで藻体から放出した遊走子をピペットで吸い上げ，

用意した容器中へピペットから滴下した量の多寡に

よってスライドグラス上に着生する配偶体の密度を変

え (Figs.20， 21) ，そこに生ずる単為発生体の出現率を

1・2細胞期の芽胞体について染色体数から調べた。そ

の結果はTable1に示すように着生する配偶体の密度の

稀薄な方が単為発生体の出現率が高かった。
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阿知波英明・中嶋康生:マルパアマノリとカイガラアマノリの

プロトプラストの電気融合法による種間雑種の作出

Hid聞記 Achiha四 dY描 uoNak恒 hima1995: Interspecific hybrid of isolated protoplasts between Porphyra suborbiculata and P. tenuipedalis 

by erectrofusion method. Jpn. J. Phycol. (Sorui) 43辺 3-226.

Aichi Fisheries Research Institute， Toyoh町na， Minamichita， Chi臥Aichi470-34， Japan 

干470-34愛知県知多郡南知多町豊浜 愛知県水産試験場漁業生産研究所

Protoplasts isolated from foliose由a1lusof Porphyra suborbiculata Kjellman叩 dP. tenuipedalis Miura we回 fusedby 町田町ofusionmethod. 

Protopl出包叩dfused produc臼werecultured on agarose medium in petri dishes. After 28 days， protopl出 ts描 well出向sedproduc臼 were

frozen剖ー750Cfor 7 days in order to remove the regenerated sporelings of P. tenuipedalis. After thawing， these materials were町田国fe町'edto 

the Iiquid medium and cultured with aeration. Round-oblong shaped foliose thalli from P. suborbiculata regenerating in culture was removed 

In 94 days culture， some of the regenerated thalli expressed morphological伝aturesof parent plan臼.羽田sethalli showed， spinulate pr'田 essesm 

thallus edge叩 dformed monospores出 inP. suborbicu/ata，叩 d由eyshowed broad Iinear-lanceolate in shape as in P. tenuipedalis. In 113 days 

culture，血emaximam size of thallus w田 30cmin length叩 d9.5cm in width and these frond released monospo問 sand formed spermatia羽田e

observations suggest a possible genetic recombination between these two sp配 ies.

Key Index Words: el即位ofusion，intersp配 ifichybrid， Porphyra suborbiculata. Porphyra tenuipedalis. protopl酪 ts

近年，細胞融合による育種の試みがアマノリ属の種

間 σ吋itaand Migita 1987， Fujita and Saito 1990， Araki 

and Morishita 1990，藤田 1993，Matsumoto et a1. 1994) 

やアマノリ属とウシケノリ属の属間(藤田 1993)でな

されている。今回，マルパアマノリ Porphyra

suborbiculata Kjellmanとカイガラアマノリ P.tenuipedaIis 

Miuraのプロトプラストを用い種間雑種を作出し，この

葉体についていくつかの性質を調べたので報告する。

筆者らはアマノリ類のあかぐされ病耐性の高い新品

種の作出のため，多くの種類，品種について細胞融合

による検討をおこなっている。今回検討した野生種の

マルパアマノリ (Fig.lA) とカイガラアマノリ (Fig.l

B)はともに養猫に用いられるアマノリ類に比べあか

ぐされ病に強いことが示された(阿知波ら.未発表)。

しかし，前者は大型になれず，後者は冷凍に弱い(阿

知波ら，未発表):等養殖に向かない性質を持っている。

そこであかぐされ病に強く，養殖に利用できるような

大型でかつ冷凍に耐えるノリの品種を作出する目的

で，これら 2種のプロトプラストを用い電気融合法を

利用して種間雑種の作出を試みた。

融合に使用したマルパアマノリ(保存名 T4J)は，

愛知県知多半島の伊勢湾側の豊浜地先で採取後，単胞

子により継代培養した葉令22日の葉体(葉長約3mm)

を-750Cで冷凍保存しておいたものである。マルパア

マノリは葉形が円形ないし楕円形で，色彩が茶色で葉

体縁辺部に顕微鏡的な鋸歯を持っている (Fig.lA，F)。

一方，カイガラアマノリは佐賀県で種苗保存用に貝殻

に穿孔させない状態で保存していた浮遊(フリーリビ

ング，無基質)糸状体を分与していただき，カキ殻に

移殖し，そこから直接発芽した幼体をはぎ取り通気培

養で成長させた業体を用いた。カイガラアマノリは，

葉形が広線形ないし抜針形であり色彩が明赤色で，葉

体縁辺部に鋸歯を持たず，冷凍に弱い特徴を持ってい

る (Fig.lB， G)。

両業体を 2%パパイン処理後，マルパアマノリはア

バロンアセトンパウダー (SIGMA社)とアルカリヘミ

セルラーゼ(和光純薬)で，カイガラアマノリはアル

カリへミセルラ ゼのみを用いてプロトプラストを単

離した。その結果，湿重量O.lg当たりマルパアマノリ

で4.5X 106個，カイガラアマノリで0.6X 106個のプ

ロトプラストが単離された。プロトプラストの直径の

平均はそれぞれ 10.7，12.311s1であった (Fig.l1， J)。単

離したプロトプラストは， pH未調整の0.6Mのマンニ

トールを純水に溶かした溶液で遠心分離器を用いて 3

回洗浄後，プロトプラスト数が lml当たり約 5X 10 5 

個になるように溶液に懸濁した。それぞれのプロトプ
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ラスト懸濁液を 1: 1に混合し，その混合液にCaClzを

1mMの濃度になるよう添加しプロトプラスト混合懸濁

液とした。次に，細胞電気融合装置 (SSH・10型，島津

製作所)を用い，プロトプラストの混合懸濁液約4∞111

をFTC-02型の融合チャンパーの電極間溝に滴下し，

15分間の静置後，交流 1阻 fz， 35V， 10 sに続いて直

流250V，251l sの印加で融合操作をおこない， 30分間

静置した。その後プロトプラスト融合細胞懸濁液を試

験管内に移し換え，砕いた氷の中に 1時間おいた。な

お，今回の試験では，異種間融合率等は測定していな

い。氷冷後，プロトプラスト融合細胞懸濁液を，約40'(

に保温した 1%アガロース (FMC社，商品名 SEA 

PLAQUE)培地にプロトプラスト数に換算して約4.5X 

104個Imlになるよう懸濁した。この懸濁液 1mlを，あ

らかじめ， 1%アガロース (FMC社，商品名SEAKEN)培

地3.5mlを用いて滅菌プラスチックペトリ皿 (90mmX

20mm) 中に作成しておいたアガロース平板培地上に

流し込み2層とした。冷却図形した後，アガロース2層

平板培地上に液体培地 15mlを重層した。培地はSWM

皿の組成(尾形1970)から肝臓抽出物と土壌抽出物を

除いて作成した改変培地を用いた。培養は， 160C，白

色蛍光灯照明4∞0-50001ux，11hL: 13hDの条件で静

置培養した。なお，すべての培地には，抗生物質混液

(Polne-Fuller and Gibor 1984)を200ml当たり 1mli:添加
した。また，液体培地は7日ごとに新しい培養液に交

換した。

カイガラアマノリは冷凍に弱く，葉長数百凹から

数cmの葉体はー750Cで6日間の冷凍で死亡するので

(阿知波ら，未発表)，培養28日後に両種のプロトプラ

ストと融合体を混合培養したアガロース培地をペトリ

皿ごとー750Cで7日間冷凍し，カイガラアマノリ葉体

を死滅させた。なお，培養28日後のマルパアマノリと

カイガラアマノリのプロトプラストからの再生体の最

大葉長はそれぞれ約O.4mm，約0.9mmであった。解凍

後アガロース培地を適当に細断し， 21容の枝付き平底

フラスコで通気培養をおこない，適宜マルパアマノリ

と判断される円形から楕円形の葉体を取り除いた。な

お，カイガラアマノリのみのプロトプラストを培養し

たペトリ皿について，同様な冷凍処理をおこない通気

培養に移行したが，再生薬体の成長はみられなかった。

培養94日後に，最大で葉長6cm，葉幅1.6cmの広線

形ないし披針形で深緑色の，縁辺部に顕微鏡的な鋸歯

のみられる個体が多数認められた (Fig.lC， H)。これ

らの葉体の培養を続けたところ，単胞子を放出しなが

ら成長を続け，培養 113日後には最大で葉長3Ocm，薬

幅9.5cmの広線形ないし披針形の葉体に成長し (Fig.1

D，E)，雄性斑および果胞子が形成された。一方，この

培養葉体から放出された単胞子由来の葉長数百ドmか

ら数cmの葉体を，培養94日後と培養 104日後に・750C

でそれぞれ6日間および15日間冷凍し，解凍後数日間

Table 1. Characteristics of interspecific hybrid between P. su加'rbicuJata岨 dP. tenuipedalis and its p町ents

Characters P. suborbicula師 P. tenuipedalis Interspecific hybrid 

Thallus shape round-oblong broad linear-Ianceolate broad linear-lanceolate 

Thallus color brown light reddish dark green 

Chromosome number of thallus 3 

(spermatangial cells n=3) 

Microscopic serration present lacking present 

Formation of monospores many none m叩 y

Resist叩 ceto re制gerallon resistant less resist即時 intermediate (Adult thallus) 

(at・750Cfor 6 days) resistant (Sporelings) 

Fig.llnterspecific hybrid between P. suborbicuJata and P. tenui持dalis.(A ，B) Morphology of matured thalli form P. su加，rbicula臼 (A)皿 dP.

tenuii戸dalis(B) . Scale bars = 5cm. (C， D， and E) Morphology of juvenile thallus and mallUed thalli of interspecific hybrid after 94 (C) ，113 

(0) ，血d116 (E) days叫 加問.Scale b間=5cm. (F， G， and H) The margin of a foliose thallus of P.目 subor也'icula佃伺 ，P.tenu抑制お (G)，叩d

interspecific hybrid (H) on enlarged scale. Arrows indicate microscopical spinulate processes. Scale bars = 50仰n目 (1，J) Isolated protoplasts 

from a foliose thallus of P. suborbiculata (1) and P. tenuipedalisο) . Scale bars = 5日間.(K) Thr田chromosomesof spermatia of interspecific 

hybrid. Scale bar = 10μm 図1.マルパアマノリとカイガラアマノリ，およびその種間雑種.(A，B)マルパアマノ 1) (A)とカイ
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ガラアマノリ (B)の成業の形態 スケールは 5cl11. (C. 0， E) -"<ルパアマノリとカイガラアマノリの種間総種の形態 培養 94日

後の未成熟業体 (C)および府発 113日後 (0)，および 116日後 (E)の成熟業体 スケールは 5cm.(F‘G，H)マルパアマノリ (F)

とカイガラアマノリ (G)，およびその槌1I1j ~IHÆ. (H)の業体縁辺部の顕微鏡写ょt.矢印は鋸歯を示す スケールは 50μm.(1.1)マ

ルパアマノリ (1)とカイガラアマノリ (1)のプロトプラスト スケールは 50μm.(K)マルパアマノリとカイガラアマノリの般1m

総額の雄性斑部の染色体数 スケールは 10pm.
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通気培養した。その結果，業長が約 200fllTlから数cm

の葉体は，先端部や縁辺部等一部の細胞を除き，多く

の細胞で内容物が抜け白くなり死亡していたが，葉長

約2∞間以下の幼芽は全て生存していた。これら融合

再生体と両親の性質を比較した結果を Table1に示し

た。染色体数については，酢酸:アルコールが1: 3で

固定し， Wi蜘 制法 (1965)で核染色し検鏡した。そ

の結果，融合再生体の雄性成熟部(Fig.1K)および単

胞子由来の幼芽はn=3であり，染色体数の倍加は確認

できなかった。

また，果胞子から成長した糸状体をカキ殻に穿孔さ

せ培養したところ，カイガラアマノリと同じく貝殻か

ら直接発芽しながら，鋸歯を持つ葉体が再生した。な

お，このカキ殻に糸状体が穿孔したときの色調は，カ

イガラアマノリが明赤色でマルバアマノリが茶色であ

るのに対し種間雑種は暗赤色であった。

以上のことから，広線形ないし披針形で深緑色の融

合再生葉体は染色体数の倍加は確認されなかったが，

葉形および糸状体期を経ての発芽状況がカイガラアマ

ノリに，顕微鏡的鋸歯の存在と単胞子の放出がマルバ

アマノリに類似し，冷凍に対する耐性が両親の中間的

な性質を示す特徴を示したので，種間雑種と判断し

た。今までアマノリ属の種間でいくつかの融合体が作

出され，その多くは細胞質雑種と判断されている(藤

田1993)。今回作出された雑種は，外形等が両親の性

質を兼ね備えた種問雑種であった。しかし，染色体数

の倍加が確認されていない等細胞質雑種であるのか体

細胞雑種であるのかの判断はできない。これについて

は今後試験する必要があると思われた。

今後はこの再生葉体の単胞子，プロトプラスト由来

や糸状体期を経ての葉体等について，生物的，生化学

的性質等をさらに検討する必要がある。また，カイガ

ラアマノリ葉体は冷凍で死亡し乾燥に弱く，単胞子を

出さない等特殊な生理的特徴を持ち，あかぐされ病に

強い性質を持つので，育種素材として有用であると考

えられた。

カイガラアマノリの浮遊糸状体を贈与いただいた佐

賀県有明水産振興センターの111村嘉応博士に厚くお礼

申し上げる。また，本研究の一部は農林水産省地域バ

イオテクノロジー実用化技術研究開発促進事業補助金

でおこなわれたことを付記し，謝意を表す。
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Species of Fragilaria form ribbon-like colonies and those of SYlle(/ra QCcur singly Or in roselte-like colonIes. However， 
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日v四egenera (σS釘ulllrosirella，Stallrosira， Pseut!oS1nUfOSI叫 ん Ilc/as/riara，Fragilariforllla) are separated from Fragilaria 

on the basis of line structural charactcrs by Wi11iams & Round (1987， 1988). In this papcr， we intr皿Jucea nc¥V generic 

division by Wi11iams & Round in araphid dialOms; these are Fmgilaria which is narrowly circumscribed守 dividedfive 

genera and Marr)'tlllQ which is separaled froll1 Opephora 
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珪i築はその細胞壁である珪酸質の殻に級々な僕様を

持つため，分類はそれらの形態的特徴 (例えば，外形，

条級の配列J儀式， 10fJm中の条線数や点紋数，中心、域

や取111或の形，縦減Jの形状等)によって行われてきた。

そしてその結果は， Husledt (1927-66， 1930)， Hend巴y

(1964)， Palrick and Reimer (1966， 1975)等によって

まとめられ， これらの著作中での極あるいは属の扱い

が分類学的基準として広く受け入れられてきた。しか

し，1970年代から使われ始めた走査屯子顕微鏡が，広

く珪藻の観察に用いられるにつれ，般の{故郷構造にl渇

する情報が著しく増加した。それに伴い光学顕微鏡l時

代にはなかった新たな形質が，分類に)IJいられるよつ

になった。その結果，それぞれの分類併の形態的特徴

がE!t-JIi{gになり ，光顕レベルでは識別が困嫌であった分

類鮮が容易に識別できたり，逆に同じ分dJll洋と 忠、われ

ていたものが異なる分類群であることが判明すること

も少なくなかった。また，タイプスライドやタイプ試

料の再調資が雌んに行われるようになり，簡単な記載

や図だけに IU~ られていた原記載の情報に，タイプの光

!ilJ[写真 (Simons巴n1987)ゃあるものでは屯顕での観察

も加わり， 1 片典的分類群の特徴が明石ï~になり ， 分類学

(I%}f究に大きな影響を与えた。また，これまでほとん

ど分頒には反映されなかった細胞構造や生活史に関わ

る特徴が，分類形質として注目されるようにな った

(Mann 1989， 1993)。
こうした批近の研究の流れの中で，急増した新たな

情報を経理し珪藻全体の体系の見直しを行こなったの

が Round迷 (1990)であった。その著{Ij:"lhe diatoms" 

の1:1'1で彼らが挺IIgした分類体系はこれまでのものとは

大きく異なり ，特に上位の各階級 (綱，1!i:綱，目， 1!i: 

目，科)に多数の新分類群を設立した。また，取 り扱っ

た254属全てを走査屯顕観察をもとに解説している。
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表1.丹'agi1ari・a属とその近縁属との比較

属名 丹'8gilaria
タイプ種 F. pectinalis 
(B田ionym)

生活形 糸状群体

生育地 淡水，多くは底生

葉緑体 2枚(殻面)

外形 線状~楕円形

軸域 線条，皮針形，中央で片側l
(stemum) に広がることがある

条線 単純単列で殻套まで，殻
中央部で欠くものあり

胞紋 繊細，しばしば円銭状
(rota) 

連結針 単純，先広，二叉分校

apical pore field やや発達，窪みの中

唇状突起 1個

plaques あり

copula 数枚(多くは4枚)，開放
型

valvocopula 一列胞紋

組み替えられた種類 F. capucina 
(旧名) F. vaucheriae 

F. minuscula 
F. crotonensis 

これらの属の中には，彼らがこの著書の中で新たに記

載した17属を含め， 34の新属といくつかの新組み合わ

せが含まれている。また， 20属以上が1980年以降に他

の研究者によって設立された新しいものである。この

ような属レベルでの新設や新組み合わせば，直接学名

の変更につながり，日常的な研究にも大きく関わる問

題である。そこで，彼らの新属を中心に，最近変更の

あった属について，本邦の試料を用いた走査電顕観祭

をもとに紹介する。

今回は無縦溝羽状珪藻の Fragilaria属(狭義の)と

その近縁の 6属について紹介する。これらは全て淡水

の珪藻である。近縁の 6属中の 5属は，全て従来

FragiraJia属(以後旧丹'Ilgilariaと呼ぶ)に含まれていた

Staurosirella S臼urosira
S. lapponica S. cons白llens
(Fragi1arial apponica) (丹'8gi1ariacons.加 ens)

短い糸状かジグザグ群体 単独，糸状かジグザグ群体

淡水，付着 淡水，付着

2枚(帯面) 2枚(帯面)

線状~楕円形，十字形 卵形，楕円形，十字形，希に三
角

広い 狭い(中央部を除いて)

単列で殻套まで 単列で殻套まで
肥厚した開条線

スリット状 円形，楕円形で師板あり

複雑分校，間条線上 開条線上、大きく
へら状，二叉分校

2，3-多数の小孔列 2，3の遊離小孔~数個

なし なし

あり 小さく目立たない
(ないことある)

8-10枚，開放型，殻端で強〈湾 6-8枚かそれ以上，開放型，
曲 胞紋なし，強〈湾曲

幅広，深い鋸歯 幅広

F.pinna臼 F. construens 
F. afric.四 a F. elliptica 
F.leptos白山'On

もので， WiliamsandRound (1987， 1988， 1990)によっ

て別属とされたものである。また，ここでは紹介しな

いが，従来の Synedra属(以後旧 S戸 E伽と呼ぶ)から

も5属が新たに設立されている。旧 Fragi1ariaと|日

S列 t白は淡水の代表的な属で，池・川・湖・湿原など

にたくさんの種類が出現する。このふたつの属は，旧

Fragilaria は小形で帯状群体を作るのに対し，旧S戸lem百

は大形で細長く単独か叢状群体を作ることで分けられ

ていたが，その区別は必ずしも明確ではなかった

(Pa甘ickand Reimer 1966， Lange-Berta1ot 1980， Round 

1984， Poulinetal.1986)。そのためLange-Be瑚 lot(1980) 

はこの2属を丹'Ilgilaria属(広義の)にひとまとめにし

た。これに対し Williamsand Round (1987) は新たな
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P珂 udosta町四回 Punctas的 ata
P. brevistriata P. linearis 
(丹"Bgilariab.児 vis白血ヨ)

固く結合した糸状群体 短い糸状，分校状群体

淡水 淡水

板状で側生? 不明

線状~楕円形でときに波打つ， 線状，楕円形，異極，片側にへ
十字形 こみ

非常に広い 狭い

殻面単列数偲 (1・4)， 多列(網状)，互生
殻套に 1個

大きめな楕円形，円形でメッ 小円形
シュ状飾板

条線上，へら状，分枝状 条線または開条線上にピラ
ミッド形，二叉分校

小さく数個の小孔，縁取りあり 片側のみ(見にくい)

なし なし

殻套縁に沿って あり (P. robustn) 

数枚，殻端でそれほど狭くなら 数枚，胞紋なし殻端で狭い
ない，開放型

幅広，胞紋なし 広くない

F. zeillen 
F. construens 
v. bin皿usf. robusta 

形質に着目することで逆に多数の属に細分化した。

ここではWilliamsand Roundの分類を紹介する。彼

らはこれらの属を分類するために，表 lに示したよう

な13の形質に着目した。これらの形質の中には生態的

特性と形態的特性が含まれているが，実際に重要な識

別形質は微細構造的特徴である。これらの属はだだひ

とつの形質によってお互いを区別することはできず，

2， 3の形質の組み合わせで初めて識別が可能となる。

表中の太字で示された特徴がその識別形質に該当す

る。各属の特徴は以下のようである。

Fragilaria Lyngbye (Fig. 1a. b. Fig. 2) 

従来の属の範囲を見直し，淡水性で群イ本を形成し，

単列胞紋からなる条線と，一個の唇状突起をもつもの

丹羽Igilarifonna
F. vIrescens 
(丹"Bgilariavirescens) 

糸状かジグザグ群体

淡水(酸性域)

小円盤状，数個

楕円形，皮針形，線状

M宙望y胡 a
M. martyi 
(Opephoram由。命

単独

淡水，付着

卵形，楕円形，頭側に明瞭な
へこみ (step)

非常に狭い(外面観では識別 狭い
不能

単列，殻套まで連続 単列，殻套まで連続，肥厚し
た間条線

小円形 スリット状
単純板状師板

開条線上，へら状，管状 なし

顕著，密集した小孔 片側(足側)

1個 なし

あり なし

4-6枚，開放型，ー列胞紋あり， 5枚まで，開放型，殻識で強
殻端で狭くならない 〈湾曲

片側に小隔壁あり 幅広い

F. bicapita臼
F. constric臼
F.lata 
F. acidobiontica 

に限定した。そのため，旧 Frngilaria~こ含まれていた分

類群から，唇状突起を持たないグループ (S飽 町"Osirella，

Staurosira， Pseudostaurosira， Punc臼striata) と唇状突起

があっても条線構造の異なる Fragilariafonnaが新たに

別属として分離された。

外形は線状，線状皮針形，楕円形で，殻端は頭状

(Fig.2a)。細胞は刺状または先端が広がるかあるいは

二叉分校した連結針によって結合し，帯状群体を形成

する (Fig.2b)。軸域 (stemum)は線状または皮針形

で，中心域はあるが，一部ものでは片側だけにある

(Fig.2a， d)。条線は単列胞紋で，殻面から殻套まで連

続しているが， しばしば連結針によって中断される

(Fig.2f)。胞紋は円形の薄い師板をもっ (Fig.2f)。殻

端の小孔域 (apicalpore field) は比較的発達し，全体
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Fig. 1. Liglll micrographs. a: Fragilaria c"OIοlIellsis Kiuon. b: Fragilaria ¥!ol/cher;{/e (Kutzing) Peterscn. c， d， e: Sr(lurosirella sp. f.呂

Staurosira cOllslruens Ehrenberg va仁 COIlSfrueIlS.h: SwuIIJsira COIlSlrl/enS var.阿川町 Ehrenbel呂 i: SWllrGsira elliprica (Shumann) Williams 

& ROllnd， J， k， 1: PselldoswlI何回irobrevisrriata (Grunow) Willinms & Round. 111，11，0: PUII(;/Ostriara /i1/earis Williams & Round (?). p， q 

Fragilarifonlla virescells (Ralfs) Williams & ROllnc¥， r， S， 1: Martyalla lIIarryi (トleriballd)ROllnd， Scale bar = 10 pm 

が少し窪んでいる (Fig，2f)。唇状突起 (rimoporurulaま つ1[11聞である。創IIJl包は小形で，短い糸状かジグザグ群

たは labiareprocess) は一方の殻端近くにあり， flIiまた 体を作る 。 外形は線状~桁円形，十字71~ といろいろあ

はやや斜めに配置する (Fig，2d， e)。プラーク り，奥極性を示すものもある。条線は単列の条線はス

(plaques ;小さな飾り板)が殻の縁に沿って並ぶ (Fig リット状の)J包紋からなり，殻套まで連続する (Fig，3a-

2c， f)。殻荷は開放型で，多くは 4枚の新片 (copula) 巴)。 また，条線はJl巴厚した間条線によって，そして各

から成る (Fig. 2r)。殺に直接接している接殻帯片 )抱紋は肥厚した}jjJ骨によって仕切られる点が本属の大

( valvocopula) には-9'iJのJl包紋がある (Fig.2e)。 きな特徴である。Williams等 (1987)の記載や写真に

はないが，我々の観察したものでは粂線の義側が部皮

Stαurosirella Ehrenberg (Fig. 1 c， e， Fig. 3) によ って被われているものがあった (Fig.3c) 0 iill結針

この腐は Fr得 ilari"lapponica (原名)をタイ プ種と はI/'¥J条線上の殻閣殻套境界部にあり ，複併{に分校した

して設立され，F pi/J/JiI/a， F leptost<山 011などが含まれ 情造を示すものもある (Fig.3c矢印)。殻端の小孔域

る 。 これらのf:í[lJJ~は 旧 FragiJaria の仁1" では太い粂線をも は2，3 ~多数の小孔から成るとあるが，種類によ って
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欄 圃 醐 圃 . d 

Fig. 2. Fragilaria. SEM. a， d， e， f: Fragi/ariaνC1ucheriae (Kutzing) Petersen. b， c: Fragilaria crotonetlsis Kitton. a: Whole valve. exterior， with 

capitate poles and unilateral central area. b: Colonial frustules， girdle view. c: Interlocking splayed spines On the valve face/mantle jUl1ction and 

plaques on the valve mantle (arrows). d: Whole valve，川terIor.e: Valve pole， interior， with rimopotula. f: Colonial frustules， exterior， showing 

apical pore日eld，plaques (arrows)， uniseriate areolae wilh discoid vela， and open valvocopula. Scale bars = 5μm (a-d，η，and Iμm (e) 



232 出井・南雲

Fig. 3. Slaurosirella sp. SEM. a: Whole valve， exterior， sho¥Ving thickened interstriae， slit like areolae， a wide stemum， bifurcate spines on the 

valve racefmanue junction and a depression (step) at one pole (arrow) b: Whole valve. exterior， with hetero poles. c: Neighboring valves 

sho¥Ving the inner hymenate occlusions of the striae and branched spines (arro¥V) . d: Whole valve， exterior， showing a step and apical pore 

field at the each pole. e: Valve pole， exterior， ¥Vith apical pore tield consisting 01' many rows of poroids. Scale bars = 5μm (a， b， d) ，and 1 

~m (c， e) 

(Next page-・)Fig. 4. Staurosil1l. SEM. a， b， c， d: Swuros問 c0l1s1mensEhr. var. COI1strucns. e: Stllurosinl elliptica (Shumann) WiJliams & 

Round. f: Staurosira conSlruens var. venter Ehrenberg. a: Whole valve， exterior， showing a narrow stemum ，md spatulate spines. b: Valve 

center， exterior， showing uniserIat.e rows of areolae. c， d : Girdle vicw of colonies. e: Girdle vicw of frustu!e showing the cingulum and a fcw 

porcs of the npical pore field (arrow) . f: Colonial frustules， girdle view， showing linking spines and extrcmely curved bands. Scale bars = 5 

μ111 (a， c， d，り ，and1μm (b， e) . 
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Fig. 6. PunCl8striata linearis Williams & Round (?) . a: Whole valve. eXlcrior， showIng striae consislIng of mallIseriate rows of areolae. b 

¥Vbole fmSlUle showing bifurcalC spines on the inlcrSlrIac. C: Whole fruslule. girdle vicw，則Lha depression aL one poJe (arro¥V) d: WhoJe 

vnlvc. exterior. with a apical pore field川 onepoJe (削row) e: Internal vicw of whole valve. Scale bars = 5μ111 

(_ Previolls page) Fig.5. Pseudost!lUrosira brevisru"w (Grllnow) WiJJia111s & ROllnd. SEM. a: WhoJe frllsLUJe sho¥Ving a very、.vide
sternul1l and striae consisting of tWQ areolae. b: ¥Vhole valve. eλterior， wIlh elongate areolae on thc valve face and small apical pore field. C 

Neighboring valves， InterIor. showIng inner occlusion ofthe slri日 d:WhoJe J'rllstuJe. exterior. sho¥Ving spatuJate spines and pJaques aJong the 

111川 tleedge. e: Inlcrnal view. f: Detail of areol此 川terior.with mcsh like inner occlusion. Scale bars = 5μm (a， b. c， d， e) ，叩dJμm (り
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Fig. 7. Fragjlm'if'omw virescens (Ralfs) Williams & Round. a， b: Whole valve， eXlerior， with a very narrow stemUJ11. C: Valve pole， exterior， 

showing a opening of the rimop印刷la (山row) and apical pore field. d: Whole valve， exterior， showing marginal spincs 011 the inlcrslrIae and 

uniseriate rows of areolae. e: Whole valve， Intcrnal vicw oF whole valve. f: Valve pole 01" e showing rimopol1ula and apical pore field. g 

Whole valvc， il1lcrior， with rimoportula at Qne end. h: Valve pole of g. Scale bars = 5μm 
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Fig. 8. Manyana manyi (Heribaud) Round. a， b: Whole frustLlles. exterior. showing striae consisting of slit like areolae， plain marginal ridge 

and wide valvocopula. c: Whole frustule， girdle view， with a step at head pole of the valve (arrow) . d: Whole valve， interior， with slit 

areolae. e: 8ase pole， exterior， with apical po悶 fieldconsisting of ITIany rows of poroids. f: Head pole， exterior， with a step and small apical 

pore field. Whole valve， interior， showing areolae with delicate inner occlusion and apicaJ pore field of the base pole. Scale bars ; 5μm 

(except c) and Iμm (c) 
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は両端で必ずしも同じ構造ではなく，片側には無いか

非常に目立たないこともある (Fig.3a，d)。さらに，小

孔域の不明瞭な側にはMartyana属に見られるような窪

み (step)が見られた (Fig.3a， d矢印)。本属は

FragilariaやStauroSH富とは条線が明瞭なスリット状で

あること，そしてMartyanaとは連絡針があることで区

別できる。

S飽uros加 Williamsand Round (Fig. lf， g， h， i， Fig.4) 

細胞は単独または糸状かジグザグ群体をつくる。外

形は様々で，卵形・楕円形・十字形，稀に三角形。軸

域は変化にとむが，非常に狭いことはない。条線は単

列の円形や楕円形の胞紋からなり，殻套まで連続す

る。胞紋は外側に小師板をもっため，その関口はス

リット状に見える (Fig.4a，b)。連結針は関条線上に

あり大きく，先がへら状に広がるものや二叉分枝する

ものがある (Fig.4a-f)。殻端の小孔域は様々であるが，

目立たず，数個の小孔が見られる程度である (Fig.4e

矢印)。プラークは小さく目立たず，ときにないことも

ある。殻帯は6-8個の開放型の帯片から成るが，これ

らの帯片には胞紋ない。また，比較的丸い種類では，

殻套中央部が広いため殻帯も大きく湾曲する (Fig.4e，

O。この属には旧 FragiJariacons加 ensやF.e.泊ipticaが

含まれる。Fragi1aria属とは唇状突起がない点や殻帯に

胞紋が見られない点などで区別される。

Pseudo.胤'IUTOS加 Will泊ms飢 dRound (Fig. lj， k， 1， Fig.5) 

この属は旧 FragiJariabrevis凶a臼のように，軸域が

非常に広く，短い条線が殻縁に沿って配列しているよ

うな種類を含む。細胞は糸状の群体をつくる。外形は

線状または楕円形で，ときに殻側が波打つ。軸域が非

常に広いことが本属の大きな特徴である。条線は単列

で，数個(1-4)の胞紋から成り，そのうち 1個が殻套

部にある (Fig.5a， b， d)。胞紋は外側に円形か楕円形

のおおきな開口があり，内側に薄いメッシュ状の師板

がある (Fig.5c，e， f)。この師板は繊細で壊れやすい。

連結針は条線上にあり，先がへら状のものや分枝する

ものがある。プラークは殻套の縁に沿ってある (Fig.

5d)。殻端の小孔域は小さく，数個の小干しから成り，縁

どりが見られるものもある。殻帯は数枚の開放裂の細

い帯片から成るが，近縁属のように殻端で極端に湾曲

しない (Fig.5d)。殻縁に偏った条線(まばらな胞紋)

が本属の最も顕著な特徴である。

punc加拘ωW出 amsand Round (Fig. 1m， n， 0， Fig. 6) 

本属は新種のP.linearisをタイプ種として記載され

た新属である。この P.linearisは従来FragiJ.宿泊pinna飽

として同定されていたものの一部で，StaurosireJJaに移

された F.pinna飽とは異なるものに与えられた新名で

ある。しかし，光顕でこの 2種を区別することは困難

である。外形は線状から楕円形で，異極性があり，一

方の殻端には弱い凹みがある (Fig.6c矢印)。軸域は

狭い。条線は左右交互に配置し (Fig.OO)，小さな胞紋

が4，5現j並んだ多列タイプで，全体とし卵裂となる

(Fig.6a-e)。このような多列タイプの条線構造は，近縁

腐の中ではこの属だけである。原記載では，連結針は

条線または開条線上にあり胞紋列を遮るとあるが，

我々の観察したものでは条線上になく，全て開条線上

にあった (Fig.6a-d)。殻端の小孔域は一方だけにあり，

見にくい (Fig.6d)。プラークはある。殻帯は開放型の

数枚の帯片から成り，殻端で狭くなる。この属には P.

ovaJisがP.linearis同様に新種として記載されている。

Fragilarifonna Williams and Round (Fig. lp， q， Fig. 7) 

本属は最初Neofragilaria(WilIiams and Round 1987) 

の名称、で記載された。しかし，その2ヶ月程前に全く

別の珪藻に同じ名称、が与えれ出版されていたことが判

明し，翌年(1988)新たにこのFragilariformaに属名が

変更になった。タイプ種をはじめとし，この属の種類

は生育地が高層湿原のような酸性域に限られている。

また，葉緑体が円盤状で数個あることも他の属とは異

なる。細施は糸状またはジグザグ群体をつくる。殻は

線状，皮針形，楕円形で，殻端は細いくちばし状また

は頭状，そしてしばしば中央部でくびれる。軸域は非

常に狭<，外側からではほとんど識別できない。条線

は単列で，小さな円形の胞紋がー列に殻面から殻套の

縁近くまで連続してる (Fig.7a.・h)。また，殻套部では

しばしば長い条線の聞に短な条線が混じる午とがある

(Fig.7d， f， h)。連結針は開条線上にあり，単純な刺状

なものや，先がへら状になるものもある (Fig.7d)。殻

端の小孔域は明瞭で，密集した多数の小孔から成る

(Fig.7c， d)。唇状突起は一方の殻端近くに 1個あり，

内側のスリットは条線に沿って配置し (Fig.7f，h)，外

側の開口は他の施紋に比べ大きな楕円である (Fig.7c

矢印)。プラークはある。殻帯は4-6枚の開放型の帯片

から成り，一列の胞紋がある。接殻帯片には小殻援が

ある。唇状突起を持つFragilaria属とは，胞紋の構造や

配列，単純な小孔域などで区別ができる。
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Martyana Round σig. lr， s， t， Fig. 8) 

本属は Opephoramartyiとして知られてきた種をタ

イプとして設立された。従来 Opephor冨は旧 Fragi.抱抱

と外形的に似ているが，異極性で，目立つて条線が太

い点で区別されてきた。しかし， Round (1990)は本

来 q沼phoraの名称は海産種に与えられたものであり，

淡水種の Opephoramaηi は，海産の Opephoraと構造

的にも異なることから別属とし独立させた。細胞は単

独で生育し，足側(細い方)で砂などに付着する。殻

は卵形・楕円形で，頭側(太い方)に凹み(蜘p)があ

る (Fig.8a，c矢印， f)。軸域は狭い。条線は単列で，

スリット状の胞紋が殻面から殻套まで連続する (Fig.

8a， e， f)。原記載には内面観の写真が一枚もなく，そ

の記述もないが，我々の観察では胞紋の内側は繊細な

薄皮で被われていた (Fig.8g)。連結針，唇状突起そし

てプラークはない (a-g)。殻帯は5枚以下の帯片から

成り，殻端近くで急に細くなる (Fig.8c，e)。この属は

Sta脚 'sirellaに光顕的にも電顕的にも条線構造が似てい

るが，連結針やプラークが無いことで区別できる。
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川嶋昭二 :米国の黒船が採集した箱館と下回の海藻標本里帰 り展

今年 (1995年)6月17日から 25日までの 8日間，北 学的な目的もあったことはほとんど理解されていな

海道函館市の市立博物館で「黒船が採集した箱館の植 い。笑はこの植物採集はハーバード、大学教授AsaGray 

物標本皇帰 り展jが開催され， 1854年 (嘉永6年)お が当時知られていた日本と北米東岸の類似植物の隔離

よび1855年 (安政元年)に来航したアメリカの黒船が 分布を研究するために海軍に依頼して行なったもの

箱館 (函館の旧名)と伊豆の下回で採集した種子植物 で，その一回目は 1854年に再来日したペリー艦隊に同

76点と海藻30点の標本が140年ぶりに里帰りし一般に 行した S.Wells WilliamsとJamesMorrowにより 下回と

公開された。また，初日にはこれに関するシンポジウ 箱館で陸上植物と海藻の採集が行なわれている。ま

図l展示された海藻襟本。I種類ごとに標本，生態写

真.解説がアクリルケースに納められている。

ムも行なわれた。なかでも海藻標本の里帰りと公開は

これが初めてのことで話題をl呼んだ。展示は l種類ご

とに標本に生態写真(または図)と解説文を添えて:llli

解しやすくし，連日会場において標本についての説明

会を行なった。さらに参考資料として函館市立図主的"

所蔵の黒船箱館来航関係資料や江戸時代に我が国を訪

れた外国人植物学者の1';(重な著書な どが多数陳列され

た。会期中は市内や近郊はもちろん，遠く 札幌， 旭川

や青森県，神奈川県などからも楠物研究者や自然愛好

家をはじめ関心を寄せる人びとが訪れ，見学者は計

2，154名に達した。一地方都市での，しかも一見地味で

学術的色彩の濃い催しにしては予想を超える成果で

あった。さらに海藻分類学の点でも標本に関するいく

た， 二回目は 1853年から1855年にかけてJohn Rodgers 

提督指締の2隻の黒船が北太平洋地域の科学的謂査を

目的とする探検を行なった際に CharlesWrightとJ.K

Smallによって琉球列島，小笠原諸島，鹿児島，奄美大

島から，さらに 1855年5月に下回， 6月には箱館でも

多くの海藻を含む他物が採集されている。それらのう

ち海藻についてはアイルランドのダブリン大学教授

Will iam S. Harveyの研究によ って多くの新種が発表さ

れ，初めて我が国の海藻の大要が明らかになったので

ある。

去年 (1994年)10・11月にペリ ー生誕200年を記念

して神奈川県藤沢市の 日本大学農獣医学部において，

ニューヨーク植物闘に保存されている日本各地の種子

植物標本 101点が140年ぶりに一般に展示公開された。

区12展示襟本を前にした説明会風景。

つかの新知見が明らかにされたことは幸いであった。 また，今年 l月には下回でも展示された。私はたまた

アメリカ海軍の MatthewC. Perry 提督が率いる 4隻 ま藤沢で開催中のこの標本展を見学し，またこれらの

の黒船が1853年に浦賀に来航した。彼等の目的は我が 標本を長年にわたりニューヨーク植物園で研究し，現

固と国交を結ぶことや，捕鯨基地を確保することなと 在は 日本大学教授としてこの催しを実現された小山鍛

であったことはよく知られているが，そのほかに我が 夫先生にお 目にかかって話を伺う ことができた。そし

国の植物をできるだけ多く採集して持ち帰るという科 てこれらの標本のうち，せめて箱館を含む北方地域の



242 

植物だけでもぜひ函館に里帰り させたいと強〈希望し

ず 噌

れ 』 。

函館における標本里帰り展はこのようなき っかけで

図由主g会，函館 1:1米協会，函館他物研究会がJUUiし，

日本大学当局の物心両面にわたる多大の援助によ って

実現したものである。特に小山先生には総本の俗用と

移管に閲するアメリカ側との交渉の一切をお世話頂い

た。なかでも種子植物に加えてハーパード大学Farlow

棋本館所践の海藻標本を函館で初公IJf.Jするという裂rの

ような主主の笑現のために，先生はわざわさボストンま

で足を運び燃本の借用と発送の労を執って Fさった。

本来，標本は学術研究のためでなければ仙unできない

ものであるから，日本1l!1Jの受け入れと可[.Ijijの淵伐を北

海道大学理学研究科吉田忠生先生にお願いした。また

増間道夫先生や同大学水産学音11111本弘!政先生，斉藤譲

先生にも協力して頂いた。先生)Jからは後述するよう

な賞重なご意見を頂いた。

展示した海藻標本は箱館(ト1a kocl acl i) と下回

(SiI11ocla， SiI11odah)の採集品に|拠ったが，tl'ififiilfiのな

かには箱官官;湾 (HakodadiBay)またはi-I!松海州、 (SlrailS

of Sangar)と記録されたものが多い。次にこれらの海

藻の和名を産地別に掲げる(*1:11はTYPEの指定があ

る標本)。

箱自i'iilfi: キヌシオグサ (箱館湾)， スジメ(i;lf!1珪 ij~

l峡)，ネプトモク (津!Iを海峡)，ヒジキ，エゾイシゲ (津

軽海峡)，キヨウノヒモ * (箱館湾)，マツノリ*，フ

クロフノリ (津軽海峡)，オキツノリ ( fri l'iM~j) ，ヌメ

ハノリ *.モロイトグサ，ユナ(箱館汚)，ソゾ以の l

磁(箱館湾)(13極)

下回産:チャシオグサ，アミジグサ，ウミウチワ，

イワヒゲ，イシゲ，イロロ，カヤモノリ，アラメ，ワ

カメ，ヒジキ，アカモク，オオノTモク，ヨレモク ，ヨ

レモクモドキ，タマノv、キモク，イソモク，ヒラガラ

ガラ，オニクサ，フシツナギ (19縫)

これらのうち箱館，下回岡地産のヒジキと，下凶の

イシゲとイロロはそれぞれl枚の台紙上』こあるために

標本点数は30であるが実際の稜知数は31，阿保築地の

延種類数では 32(箱館 13，下旧 19)を数える。また，

標本上に出かれた記録によると 1854il・の採集品は箱館

のヌメハノリ (Morrow採集)とモ ロイトグサ

(WiIJiaI11s採集)の 2種類だけで，それ以外はすべて

1855年に Wrighlが採集したことが分かる。なお，これ

らの燃本について調査されたいくつかの点を経理Ilして

おく 。

(1)ヌメハノリ，キョウノヒモ，マツノリの燃本に

)11嶋

グ~.(.，.~そ

仇ゐ.，，~.;，・ー.<.<...

A .. )>. r，lる

どん，ん叫ん wム...:"_，jI.

匂抽山品川..，.，.町勺

時掴白山明軸曲目虫::-'!t.'"，，':.一日陶山叫叫』・

図3ヌメハノリ De/esseriuserrulillii Harvey (hoIOlype) 

線本上に記録されている "Hakodadi，Japan May， 1854"と

11 DeJesserUl serru!;Hn Hは恰跡、が異なり，それぞれ Morrowと

Harveyのものと忠われる。また，右下のラベルには。TYPE01 

Deles白川崎rrulllwI-Iarvcy， checked Nov. 1977司 H.s. S. Womcrsly 

& E. A. M ilchc ll " とある。(古IJ]忠生先生Ji\H;~)

はTYPEと!(f~じ された亦枠のラベルが貼つである。

Harveyカ対日f究した ダプリンの TrinityColl巴geJ9TIi'，&のタ

イプ標本との|刻係からヌメハノ リは Hololype，キ ヨウ

ノヒモとマツ ノリは Isolyp巴となる。

(2)次のif，日泌総本は Iypeの指定はないが Harvey，

1859. Characlcrs of n巴wa Igaeにおいて新種として記・|世

されたものである。これらはいずれTrinilyColleg巴に

同種類の総本が所泌されているかどうかによ ってlype

としての取扱が決まると考える :キヌシオグサ，ヒジ

キ，エゾイ シゲ，フク ロフノリ，オキツノリ，モロイ

トグサ，ユナ (以 卜..fIil'iriM)，チャシオグサ，イ ワヒゲ，

イシゲ，イロロ，アラメ，ワカメ，オオノミモク，ヨレ

モクモドキ，オニクサ，フシツナギ (以|ニ下 1 1Iil~ )

(3)標本論l任の結糸， 1司定の間違いにより学:名変!1.!

の必要なものは次のとおりである。なお， H出 V巴yの命

名した年・1'， の後に十l したJ~" ;瓜内には検索の使J11: を与え

てDawson，1959. William H. Harvey's reporl on lhe 

mal川巴algaeoflhe Uniled Slales Nonh Pacific exploring 
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expedition of 1853 -1856， Pacific Naturalist， Vol. 1， No. 

5: 1-40.に掲載されている頁と番号を入れた(この項

以下も同様)。

Padina pavonia (p. 11， 39)とされたものはウミウチ

ワPadinaarborescensである。

Fucus babingtonii (p.9， 26)とされたものはイシゲ

Ishige okamuraiとイロロ IshigesinicoJaの2種を含む。

EヒkJoniawrightii (p. 10， 31)とされたものはアラメ

Eisenia bicycJisであるo

Sargassum siJiquastrum var. pyriferum (p. 6，6)とさ

れたものはヨレモクモドキ Sargassumyamamotoiであ

る。

Sargassum confusum (p. 7， 8) とされたものはタマ

ハハキモク Sargassummuticumである。

Laurencia panicuJata (p.l6， 87) と同定された様本に

は箱館と琉球， Gasper Isl.を採集地とするものが含ま

れ，複数の異なる種と思われる。 L.panicuJataは我が固

から記録がない。箱館産の標本は Laurenciasaitoi (マ

ギレソゾL.obtusaと同種?)と思われるが，なお精査

する必要がある。

(4)同種の標本は採集地が異なるものも l枚の台紙

上に整理されている。これは恐らく日本を一単位とし

て整理する方法を採ったためであろう。採集地には箱

館，下回のほかに奄美大島，琉球などがある。また，田

中芳男(キョウノヒモ，フクロフノリ)，矢田部良吉

(カヤモノリ，イワヒゲ，オキツノリ)，宮部金吾(イ

ソモク)，岡村金太郎(イシゲ，イワヒゲ，アミジグサ.

エゾイシゲ)，牧野富太郎(オキツノリ)らが寄贈した

と恩われる標本も同じ台紙上にあって興味深い標本と

なっている。

(5)既述の (3)のほかにも同定の間違いがいくつ

か発見された。例えば，アミジグサ標本ではWright採

集の 3枚(下回2枚，琉球I枚) (p.11，43)のうち琉球

の1枚はイトアミジである。また， Wrightが下回で採

集したイソモク (p.8， 17)の台紙の左上に宮部が小樽

で採集し，同種と同定した袋入り標本が添付されてい

るが，これはミヤベモクである。

(6)以上のほかに標本の状態などを考慮して公開し

なかった RytiphJoeacompJanata v釘 .pusiJJa (p. 13， 67) 

はイソムラサキ SymphyocJadiaJatiuscuJaで，標本はそ

のIsotypeと確認された。

今回借用した海藻標本は140年の歳月を経ているに

かかわらず少なくとも外観上は傷みがほとんど見られ

ず，色も比較的よく保たれていて，見学者の感想もこ

の点に関するものがもっとも多かった。また特に印象

的であったのはこれらのほとんどが磯で容易に手に入

れることができるごく普通の種類であったことであ

る。黒船の採集者たちが開園前後の箱館や下回の海岸

で人びとの警戒と好奇の目にさらされながらせきたて

られるように海藻採集をしたであろうことを考えれば

それはむしろ当然かも知れない。見学者からはこれら

の海藻が今でも函館に生育しているかと言う質問が多

かった。中にはマスコミから既に絶滅したり，希少種

となったものがあることを暗に期待したような取材質

問もあった。標本だけからは 140年前と現在の生育状

態を比較することは出来ないが，多くの人びとがこの

里帰りした海藻標本を通して磯には今もなおそれらの

子孫が生き残っていることに感動し，さらに将来に引

き継ぐことに情熱を燃やしてくれることを願ってい

る。

この里帰り展の図録が作られ，全展示標本の写真と

目録および黒船による植物採集の解説記事などが掲載

されている。また別冊として全植物の特徴，採集地，

分布，その他の記事を含む標本解説が付いている。図

録(頒布価2，∞o円)は残部僅少(問合せ先:040函館

市青柳町函館市立図書館内図書裡会， 0138・22・7447)。

最後にこの催しに際し，ご指導を頂いた日本大学農

獣医学部小山鎌夫先生，東禎三先生，渋谷知恵学芸員，

北海道大学理学研究科吉田忠生先生，増田道夫先生，

北海道大学水産学部山本弘敏先生，斉藤譲先生に厚く

御礼申し上げる。

(干 041函館市日吉町4-29 -15) 
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田中次郎:自然史学会連合設立記念シンポジウムおよび総会報告

10月7日(土)に早稲田大学園際会議場において自然史学会連合設立記念シンポジウムが開催された。講演は

以下の 7氏による。

速水格(神奈川大学・連合代表)r海底洞窟動物群の意義一生物科学と地球科学の一接点J
大場秀章(東京大学)rヒマラヤのお花畑はつくられたものか?J
青木淳一(横浜国立大学)r動物界の知名度ーダニを例としてj

斎藤常正(東北大学)r恐竜の時代と 21世紀の地球環境」

赤i暴威(東京大学)r先史モンゴロイドの拡散J
日高敏隆(滋賀県立大学長)rぼくの考えている自然史j

吉良竜夫(大阪市立大学名誉教授)rよき時代の定量生態学」

なお最後の講演は第3回コスモス国際賞受賞記念講演(財)国際花と緑の博覧会記念協会後援である。

シンポジウムの後，連合の総会が開催された。加盟学術団体数は以下の 28である。

穫生物学会，植物分類地理学会，植物地理分類学会，地学団体研究会， (社)東京地学協会，日本遺伝学会，日

本衛生動物学会，日本貝類学会，日本花粉学会，日本魚類学会，日本古生物学会，日本昆虫学会， (社)日本植物

学会，日本植物分類学会，日本人類学会，日本生態学会，日本務苔類学会，日本藻類学会，日本第四紀学会，日

本地質学会，日本地理学会， (社)日本動物学会，日本動物分類学会，日本烏学会，日本ベントス学会，日本晴乳

類学会，日本鱗麹学会，日本霊長類学会 (50音順)。

総会審議結果:自然史学会連合運営規則を審議し，以下のように決定した。なお字句は今後訂正の可能性がある。

自然史学会連合運営規則

1.自然史学会連合(以下連合という)は自然史科学全般にかかわる研究・教育を振興し，現

代社会に必要な正しい自然観を普及することを目的として活動する。

2.連合は自然史科学に関連する学術団体(以下団体という)によって構成する。

3.連合への加盟と連合からの脱退は各団体の自由意志による。ただし，日本学術会議登録団

体以外の加盟についてはその適否を連合の総会で審議する。

4.連合は原則として年一回の総会を開いて，各団体の意見を交換・集約し，重要案件を審議

する。加盟国体の構成員は総会に出席できる。

5.総会は各団体から 1名づっ選出された代表者をもって構成する。

6.総会は全団体の代表者の2/3以上の出席をもって成立し，過半数をもって議決する。ただ

し，重要案件の決定には出席する学会代表の 2/3の賛成を要する。委任状は認める。

7.連合に連合代表を 1:名をおく。連合代表は総会において選出され，任期は 2年とする。

8総会は団体代表者の中から運営委員(任期2年)を 7名程度選出し，活動の立案と執行を

委任する。運営委員は多岐にわたる分野の研究者が含まれることが望ましい。

9.連合代表と運営委員会は事務局を設ける。

10.活動に要する経費は，分担金，補助金，寄付金などによる。分担金は別に定める。

自然史学会連合代表の選出:推薦を得た後，投票の結果，日本古生物学会代表の速水格氏(神奈川大学理学部

応用生物科学科)が，初代自然史学会連合代表に選出された。なお所属は次の通りである。

運営委員の選出:推薦を得た後，日本植物分類学会代表の西国治文氏，日本人類学会代表の馬場悠男氏，日本

藻類学会代表の田中次郎氏，日本地質学会代表の米谷盛寿郎氏，日本動物分類学会代表の武田正倫氏，日本ベン

トス学会代表の白山義久氏の 6名が選出された。

今後重点的に取り上げられるべき活動内容:各団体の緩やかな結合体として，連絡を密にする基本姿勢が認め

られた。分担金について審議した結果，分担金を出しにくい学会もあり，連合が予算案を作って，各学会に依頼

する事が必要であることわかった。学術情報センターのインターネットを利用し，ホームページを作ることが提

案 された。(東京水産大学)
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中原紘之 ・鯵坂哲朗 :梅崎 勇先生の御逝去を悼む

Hiroyuki Nakahara and Tetsuro Ajis政a:Dr. Isamu Umezaki (1925-1995) 

1Il me汀lOnam.

元京都大学農学部教授・福井県立大学生物資源学部

海洋生物資源学科教授梅崎勇先生は去る 10月2E1午後

4時21分，小浜市内の入院先の病院て、心筋使塞のため

70才の生涯を閉じられました。先生は大正 14年4月18

日福井県大飯郡加斗村飯盛(現小浜市)でお生まれに

なりました。昭和20年4月北海道帝国大学理学部植物

学科に入学され，山田幸男先生のもとで藍藻類の分類

学の研究を学ばれました。昭和23年3月に卒業後，た

だちに京都府舞鶴市に前年開設された京都大学農学部

水産学教室の助手に採用され，水産生物学講座で米国

勇一先生と共に水産植物学の分野を担当されました。

昭和 46年同講座助教授になられた後，昭和 56年4月

に新設された農学研究科熱帯農学専攻水産資源学講座

の教授に昇任されました。再ひ、新設の講座で，新専攻

ならひ可こ新講座を軌道に乗せ昭和64年3月に定年退官

されま した。定年退官後は， (株)1関西総合環境セン

ターで技術顧問を勤められる傍ら，自宅の2If皆に1'1'ら

れた研究室で研究を続けておられましたが，平成3年

4月より新設されました福井県立大学生物資源学部の

教授に就任され，来年3月に第 l回の卒業生を送り出

すと共に退官の術l予定でした。

先生は戦後の創立問もない教室で，実験器具や文献

がほとんどない状態のもとで海産車i菜類の研究を始め

られました。鉄道および食糧事情がまだ悪いl時代を日

本各地へ採集旅行をされ，また世界各地の博物館から

基準標本等を借り，昭和134年に rThemarine blue-g陀 en

alga巴ofJapanJを完成し，北海道大学より王li学博士の

学位を授与されました。

その後先生はライフワークであった海産援藻類の研

究を継続される傍ら， A正紅藻類や褐藻類の生活史，

ホンダワラ類の生態と幅広く研究されました。この時

期の研究にはスウェーデンのフリース博士との同時発

見となったウミゾウメン目の生活環における四分胞子

体の発見などがあります。また水産上の深場の重要性

に早くから注目され， ガラ l~~場を形成するホンダワラ

類のフェノロジーの研究を精力的に行われると共に，

先生のリーダーシップのもとで多くの大学の研究者の

協力を得て， i.架場(ガラ藻場)の生態の総合的研究が

成し遂げられました。

新設の熱帯j見学専攻に移られてからは，熱帯海域の

海藻資源に関する文部省国際学術調査をフィリピンを

対象に 2度にわたり主宰されました。これらの調査に

より，熱帯域の海藻資源の現状ならびに，日本の亜熱

帯海域の海藻類との関係等が明らかになってきまし

た。この熱帯域の海藻類の学術調査はその後，高知大

学，北海道大学等に引き継がれ，調査海j或はベトナム

沿岸等にも広がっています。またこの間，日本人大学

院生の指導のみならず外国人留学生の指導に精力的に

あたられ，帰国後母国で指導的役割を担っている人材

を育てられました。先生はまた，京都大学農学部だけ

でなく，京都大学理学音11，奈良女子大学理学部，岐阜

大学教育学部等でも非常勤講師として藻類学，臨海実

習の指導にあたられ，学生達に大きなインパクトを与

えました。

日本藻類学会においては，その発起人の一人として

学会設立に尽くされ，評議員として学会の発展に貢献

され，昭和 62年から 63年にかけて会長を勤められま

した。その他，日本水産学会においても長年支部評議

員を的jめられております。

先生は本当に研究を愛され，後輩の若手研究者を，

また学生を愛されていました。先生と一緒に仕事をし

た者，指導を受けた学生逮は先生の人柄が大好きでし

た。京都大学を退官後， -11寺体調を崩され入院されま

したがすぐに回復され，現役時代と同様，むしろあま
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り好きでなかった会議等が無い分，より活発に研究活

動を続けられ、精力的に論文も発表されていました。

福井県立大学で再び教鞭をとられるようになってから

も，京都大学のキャンパスへもほぼ2カ月に l度の

ベースで文献等の調査にお見えになっていました。今

年も 7月にお見えになられ，そろそろお見えになられ

る頃だと考えていたところ， 9月末の水産学会のおり，

福井県立大学の方から先生が9月中ごろ心臓の発作で

入院されたが，だいぶ落ち着かれたからそれほど心配

ないであろうとの話をうかがった矢先の言ト報でありま

した。入院中も大学のこと，卒論生のことなどを非常

に気にされていたとの話もうかがいました。

ここに在りし日の先生を偲び，心からご冥福をお祈

りいたします。

(606-01京都市左京区北白川追分町京都大学農学

研究科熱帯農学専攻水産資源学教室)
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ETI (The Expert Center for Taxonomic 

Identification)・ WorldBiodiversity Database 

CD-ROM Series 2タイトル

マルチメディアの時代ですから，務類でもこのような紹介が

あってもよいでしょう。fok類に関連する CD-ROMタイトルを

二つ紹介します。いずれも UNESCO主導による ETIのデータ

ベースシリーズ Linnaeus11 software packageです。

Five Kingdoms : A multimedia guide to the phyla 01 lile 

on earth 五つの王国 CD-ROM版 ，L. Margulis， K. V 

Schwartz， Springer-Verlag， New York (新刊の欄割以)

いわずと知れた，マルグリ

スの「五つの王国J(糊訳出版

日系サイエンス社)の CD-

ROM 版である。書籍とは日Ij

に出版されたスライドシリー

ス (Ward'sNatural Science 

Establishment)もこの CD-ROMに収録されており，カ

ラー写真とピテ・オ画像をふんだんに似って生物界を紹

介しているのが特徴である。

初期画面を聞くと， Introduction， Glossary， Ref，巴rences

などとともに Phylalndex， Phyla Cardsの項目が現れる。

Introductionは生命の起源から化石，分類の歴史と現状

まで要領よく解説している。GlossaryとReferencesは検

索できるようになっており，役に立つだろう 。Phyla

lndexとCardsには，さまざまな生物の説明と分類，文

献とともに写真やピデオが用意されており ，飽きない。

現在のいわゆる原生生物 (Protoctista)の分類は複雑怪

奇で，普段の講義では聞くことのない生物が多数含ま

れている。読者の多くは生物学辞典の分類表などを参

照しながらテキストと写真を読み進めることになるだ

ろう 。マルグリスの五界説では深紅iはすべて原生生物

として扱われるので，紅諜もキ~議も陸上植物を除く緑

色藻類も KingdomProloctistaの中に現れる。i削fiの個々

の分類群についての記述は物足りないが，すべての生

物を網羅するという内容だから，これはやむをえない。

むしろ，講義ではほとんとー教わることのない原生生物

の多様な分類群について，勉強のきっかけを作ってく

れることをよしとするべきだろう 。テキスト(英文)の

読み上げなど， CD-ROMならではの機能もあり，楽し

める。また，テキストや文献はファイルに出力するこ

とができ，講義などの資料を作成するときにも重宝で

ある。Macintosch版と Windows版がある。

247 

Linnaeus Protists， K. W. Estep and F. Rey， Springer-

Verlag， New York 

Unnaeus Protisl 
山由h

"-岨&祖'"'官、』諸事

一町一"一一一μ........有~.可n・
町畑出向ゐ叩

~・眠れ勘噂.-・.m
W 聞 多様

Five Kingdomsと同様，

ETIのBiodiv巴rsltyシリ ー

ズのひとつ。北海の原生

生物に関するデータベー

スで， Macintoshのハイ

ノTーカードスタックの%

式で作られている。北海

の微細i楽類が多数収録さ

れており，記載文，線画，そして多くの種について光学

顕微鏡また電子顕微鏡の写真がついている。すべてモノ

クロの画像で，最近の色彩にあふれたマルチメディアの

世界では地味な印象を与える。しかし内容は十分実用に

耐えるもので，大学，研究機関の研究者に勧めたい。臨

海実習や赤潮iなどの環境調査にも重宝すると恩う 。Five

Kingdomsと異なり，ハードディスクにインストールで

きるので(全部で35MBほどに表示や検索の速度は十

分で，必要なときにすばやく参照することができる。

Navigmor Indexの画面 Spccics Cardの一例

スタックを開くと NavigatorInd巴xが現れ，そこに

Protists K巴ys，Species Cardsという こつの mainstackの

ほか， Blooms and Toxicity， Methods， Ref，巴renc巴，Glossary 

なとの補助的なスタ ックのメニューが現れる。メイン

メニューの検索や種のカードを使えば，求める稜を比

較的容易に見つける ことができる。私は，長い間ハプ

ト渓類の CJJ1ysochromuJinaやプラシノ諜の Pyramimonas

の磁の特徴や文献を記したカードを作りたいと思って

いたが，望んでいたものが，知らないうちに，しかも

ずいぶんと 進んだ形で作 られているものだと感心し

た。さらに，必要に応じてユーザーが秘の追加|や変更

を加えることが可能など，よ く考えて作られている。

日本の微細11諜類についても，いつかこのようなスタッ

クが作られた らずいぶん役に立つと思う 。

1放剥11藻類やj原生生物だけでなく，甲殻類についての

「おまけjのスタックも用意されている。これについて

はさっとl挑めただけだが，実用的なものとの印象を受

けた。海の微生物全般を相手にしなければならない，

特に赤潮調査に従事する水産試験場などの方にはぜひ

ともお勧めしたい一枚である。もちろん学生さんにも。

(筑波大学生物科学系井上勲)
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ゆ 近刊書

最近w版された，あるいは近いうちに出版される予定の藻類関係の訟絡のリストです。

円で示した1illi絡はあくまでも目安です。初出で確認してから注文して下さい。また掲

jl&漏れの瞥絡をご存じの方は編集委員会までお知らせ下さい。

環境のなかの毒 ーアオコの

毒とダイオキシン ，シリー

ス:ポピュラーサイエンス，彼

谷手1¥光，裳華房， 1400円， 1995 

Freshwater AIgae: Their 

Microscopic World Explored， H. 

Cantel心 mdancl J. W. G. Lund， 

360 pages， 600 col ancl b/w photos.， 

Biopress，74.30 ポンド， 1995 

Algae: An Introduction to Phycology， C van den Ho巴k，D
Mann and H， M Jahns (eds.) ドイツ語版の英訳， 400 

pages， 26 b/w photos， 280 line diagrams， 10 tables. 70ポ

ンド， 1995 

Cellular Evolution in the Green Alga巴(ピデオディスク)

J. Pickett-Heaps and J. Pckett-H巴aps，Cytographics， 47 St 
L巴onardsRoads， Ascot Vale， 3032， Victoria， Australia， 

$600.00， 1995 

Bibliographic Checklist of Non-Marine Algae in Australia， 
S， A Day， T， J Wickhalll， T， J Entwistle and P， A Tyler， 

Seri巴s:FLORA OF AUSTRALIA， SUPPLEMENTARY 
SERIES 4， 276 pages， b/w illllS.， ABRS， AlIslralia， 34.95ポ

ンド，1995 

Algae， Environment and Human Affairs， W Wiessner， E 

Schnepf and RC Starr (巴ds.)， 258 pages， illus， Biopress， 

59.50ポンド， 1995 

Algae and Element Cycling in Wetlands， J. Vymazal， 690 

pages， tabs， figs.， Lewis， USA， 70ポン ド，1995 

A Catalogue of Svalbard Plants， Fungi， Algae and 

Cyanobacteria， A. Elv巴bakkand P. Prestrud (巴ds.)， c. 
100 pages， Norsk Polarinstitutt， Norway， 1995 

Advances in Botanical Research， Volume 21， J. A. 

Callow， J. H. Andrews and r. Tommerup (eds.) ， Series : 

ADVANCES lN BOTANICAL RESEARCH 21，256 

pages， illus.， Acad巴IllicPress73.50ポンド， 1995 

Bibliotheca Diatomologica Band 31. Rl Wilson et al.， 

S巴ries:BIBLIOTHECA DIATOMOLOGJCA， 207 

pages， 1041 photos， 248 figs， 6 tabs.， Schweiz巴rbart'sch巴，

G巴rmany，108ポンド，1995 

The Genus Characiopsis Borzi (Mischococcales， 
Tribophyceae): Taxonomy， Biogeography and 

Ecology， Hayde Pizarro， S巴ries:BIBLIOTHECA 

PHYCOLOGJCA 98， 147 pages， plates， Gebr' . er 

Bomtraeger， Gerlllany， 52.50ポン ド， 1995 

Flora 01 New Zealand: Desmids， Volume 3， 

Fr巴shwaterAIga巴， Chlorophyta， Desmids， with 

Ecological Comments， H Croasdale， E. A. Flint and M， 

M. Racin巴， SlIb-series : FLORA OF NEW ZEALAND 

DESMIDS， 386 pages， 8 col photos， 84 b/w plates， figs， 

tabs， Manaaki Whenlla Press， New Zealand， 39.50ポン

ド， 1994 

Marine Algae 01 Northern Ireland， O. Morton， 124 

pages， col photos， maps， UIst巴rMuseum， 9.95ポン ド，

1994 

Linnaeus Protist (CD-ROM)， K. W Estep and F Rey， 

Seri巴s:WORLD BIODIVERSITY DATABASE， ETI， 

Netherlands， 33.49ポンド，1994 (Mac版)，1995 

(Windows版)

Five Kingdoms (CD-ROM， Mac， Windows 版)，Lynn 

Marglllis ancl Karlene Schwartz (eds.) ， Series : 

WORLD BIODIVERSITY DATABASE， ETI， 
Netherlancls，76.38ポンド， 1994 

www藻類画像データのぺージ開設のお知らせ

インターネットのwww何lorldWide Web)を利用して藻類のさまざま

な分類群の簡単な解説と画像を提供するサーピスをはじめました。ご利用下

さい。まだ未完成ですが，時間をかけて充実していきたいと思います。アク

セスは http://www.biol. tSllkuba.ac.jpfinouye/ino/phycologicaUmages.htllll 

へどうぞ。なお，このページの作成には南伊豆海洋生物研究会(代表 .横浜

燦継)， 1架類絵はがきの会(代表 :石)11依久子)ほか，藻類学会のみなさん多数，および筑波大学生物科学系

植物系統分類研究室の卒業生，在Mf-の院生諸氏の協力をいただきました。 お礼 "1" し上げます。 また ， 新たに ìÄ~
#iにI:U，Iする画像やトピ ックス(たとえば諜類の光合成，EEi巣の分類，孫娘の生殖，生物地理など)を提供 して

下さる方を求めています。ご連絡下さい。 井上 勲(筑波大学生物科学系)
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学会・シンポジウム情報

1995年11月25日:ユーグレナ研究会 (次ページ参照)

1995年 12月6，7日:第 18回極域生物シンポジウム

国立催地研究所 (173東京都板橋区加賀 川 10)

問い合わせ先 :第18回極域生物シンポジウム 事務局

Tel. 03-3962-4563または-4363，Fax: 03-3962-5743 

e-mail : iida@nipr.ac.j 

1996年3月28-29日:日本藻類学会大会 (43巻2号お

よび本号の案内を参照)

1996年3月30日4月2日:第2回藻類学春のワーク

ショ ップ (252ページ参照)

1996年4月 16-19日:第 7回国際応用藻類学会議

International Association 01 Applied Algology， 7th 

International Conlerence， South Alrica (43巻 l号，次

ページ)

1996年5月27日-6月1日 第 7回クラミドモナス細

胞・ 分子生物学国際会議 (別掲案内参照)

1996年7月 14-19日 アメ リカ藻類学会 50周年記念

大会 50thAnniversary Meeting 01 the Phycological 

Society 01 America. University of Califomia， Santa Cruz 

Prof. Lynda Go仔，Deparlmenlof Biology， Earth and Marin巴

Science Building， University of Califomia， Sanla Cruz， CA 

95064， tel : (1) 4084592832， f，似 (1)4084594882，emaiJ: 

goff@orchid.lIcsc.edll 

1996年月 7日21-26日:第1回アジア・ パシフィック藻

類フォーラムAsianPacilic Phycology Forum (次ページ)

1996年 8月9-13日:第 11回国際進化原生生物学会

11th Biennial meeting 01 the International Society lor 

Evolutionary Protistology (ISEP) Universitat zu K凸ln (43 

巻l号)

1996年B月11・18日:第 1回ヨ ーロ ッパ藻類会議 1st 

European Phycological Congress (43巻2号)

1996年9月1-7日:第 14回国際珪藻シンポジウム (東

京)14th International Diatom Symposium (43巻2号)

1996年10月:第8回国際カルチ ャーコレク ション会議

8th International Congress 01 Culture Collections (ICCC-

V川)，Baarn， Netherlands (43巻 l号)

1997年B月 10-16日:第 6回国際藻類学会議 6th 

International Phycological Congress Leiden， The 

NeUlerlands (43巻 l号)

第 7回クラミドモナス細胞・分子生物学国際会議

Seventh International Conference on the Cell and Molecular Biology of Chlamydomonas 

これまで6回のクラミドモナス国際会談はすべて米国で開催されてきましたが，今回はじめてヨーロ ッパで聞

かれることになりましたクラミドモナス以外の藻類に関する発表も予定されています.参加を希望される方は，

下記オーガナイザーまで，資料をご請求下さい.

|時:1996年 5月27日 (月)-6月 l日(土)

場所 Regensburg，Gennany 

講演要旨締切 :1月31日

オーガナイザ RudigerSchmin， Peter Hegemann， Elizab巴thHarris 

プログラム (予定 1.Keynote lecture， 2. Cell differ町ltiation，3. Flagella: Biogenesis/孤児mbly4.Flag巴lIa:Function， 5 

Photosynthesis， 6. Reaction to light and chemical stimuli， 7. Innovations in genetics and molecular biology， 8. Organelles 

(genetics， organization， function) ，9. Cell wall and membrane， 10. Mating，ll. Evolution and taxonomy， 12. Alga巴andlower 

eukaryotes for the study of new phenolllena， 13. Molecular toolkit (workshop) 

[間合先JRudiger Schmitt， 1附 ilUtfur B町10∞che児ellll爪 G巴叩n附le引叩tik如〈叫u山山ndMi尚kroぬbi凶010句g爪 93040R巴g炉E町n附lsb加ur屯g，Gennηm即Tηna制¥Il町1η〉

phon閃1児巴 (ρOαω19め)941一943-31 62，f，仏ax (ωO∞049) 941一-94幻3一316臼3または E日日liz羽ab恥E飢凶tI山hHarris， e-mail : chlamy@acpub.dllke.edu 
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日本藻類学会第20回大会 シンポジウム

「海中林~物質生産から造林まで--Jについて

横浜康継(筑波大学下回臨海実験センター)

世界地図あるいは日本地図のスケールでは海と陸の境界を表す線に含まれてし

まうほどに狭い沿岸域での物質生産が海洋全体の10%ほどを占めると言われるが，

それは藻場や海中林と呼ばれる極めて調密な大型海産植物の群落が形成されているからである。また，多様な生

物が生息する藻場・海中林は複雑な生態系そのものであり，そこに依存して繁殖する魚介類も多いことから，水

産上も重要な存在とみなされている。しかし海中に発達するこれらの植物群落を対象とする生態学的研究は，ご

く最近までほとんど未着手のままであった。

世界の定員としての人口の上限を知る基礎データとなる地球の全生物生産量を把握しようとする国際生物学事

業計画 (mp)が発足したのは 30年ほど以前のことであるが，それを契機とするように我が国でも海中林やガラ

モ場の生産量の推定が試みられるようになった。その結果得られた値は陸上の森林をしのぐものであることが判

明し，海中林や藻場は海洋における物質生産の場として極めて重要な存在であることがあらためて認識されたが，

最近では藻場・海中林の消失つまり磯焼けが全図的に深刻な問題と化したこともあって，海中林構成種であるコ

ンブ科植物を対象とした生理学的研究から群落学的研究，さらには海中林造成法に至る多様な研究が展開される

ようになった。

来春の本学会第20回大会中に開催されることになったシンポジウムには海中林に関してそれぞれの立場から

活発に研究されている下記の5名の若手研究者に演者として登場していただくこととした。本学会会員はもとよ

り水産および海洋環境関係の各機関に所属する多くの関係者の期待に添えるものとなるであろう。

本多正樹(電力中央研究所):カジメ群落の生産力モデル一光と温度を関数としてー

倉島彰(東京水産大学藻類学研究室):アラメ・カジメの生理特性について

前川行幸(三重大学生物資源学部):尾鷲湾におけるアラメ群落の消長

坂西芳彦(北海道区水産研究所):低温条件下における寒海性褐藻ナガコンブの光合成について

谷口和也(東北区水産研究所):海中林造成の基礎と実践

(アルファベット順)

ユーグレナ研究会第 11回研究集会

1995年11月25日(土)9 :30-17 :20 

近畿大学農学部ログハウス(奈良市中町3327-204)

一般講演8題のほか，シンポジウム「生体内の抗酸化機構の新展開Jが企画されている。シンポジウムの演題

と演者は次のとおり。

活性酸素と生体防御(井上正康，大阪市大・医)，ピタミンE研究の新展開(福i峯健治，徳島大・薬)，藻類の

酸素毒防御及ぴ市性機構(重岡 成，近畿大・農)，葉緑体の光，酸化ストレスに対する適応(浅田浩二，京都

大・食研)， The molecular， biochemical and physiological functions of glutathione and its action in higher plants. (Dr. 

Foyer， C. H.， Inst. Grassland & Environmental Res. UK.) 

連絡先:近畿大学農学部食品栄養学科叩L0742-43・1511 (Ext. 3416) FAX 0742-43羽 70
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第 1回アジア太平洋藻類学フォーラム (FirstAsian Pacific Phycologica1 Forum)の事務局(オーストラリア)よ

りサーキュラーが送られてきましたのでご案内いたします。

日時:1996年7月22日・26日

場所:ニューサウスウェルズ大学(シドニー郊外，国際空港の近く)

本フォーラムは第 1，2聞の日韓(韓日)藻類学シンポジウム，およびソウルで開催されたアジア太平洋藻類

学フォーラム(TheAsia-Pacific Phycological Forum)を引き継いで，より広くアジア太平洋諸国の藻類学者の討論

の場として3年ごとに開催されます。開催年は国際海藻シンポジウムと国際藻類学会議の聞に設定されます。そ

の趣旨はアジア太平洋地域の藻類学の発展および相互連絡，また他の諸国との共悶研究の促進を目的とし，特定

のテーマを設けることなく幅広い藻類学の討論の場とします。藻類学にたずさわる方々の多くの参加を希望しま

す。

参加費:AU$300 (1996年 1月末までに登録した方)， AU$350 (1996年2月から 4月).AU斜∞(1996年5月末ま

で:最終登録期限)，学生 AU$200，同伴者AU$I00

日程

7月22日午後畳録，ポスター張り付け，夕方飲み会

7月23日 登録，開会式，講演，オペラ鑑賞(プッチーニのラポエーム，有料AU$62・102)

7月24日 エクスカーシヨンと野外旅行 1.ハンターバレーのワイン村見学 (AU$55)，2.ブルーマウン

テンと野生生物公園 (AU$70)， 3.シドニー湾舟遊び (AU$30もしくはAU$45)， 4.ボタニー

湾の植物見学 (AU$30)

7月25日 講演，夕食会

7月26日 講演，閉会式

宿泊はシングル AU$55，ツウイン AU$60から，海のみえる部屋AU$155まで用意されています。

参加噌宿泊申込書付きのサーキュラー送付ご希望の方は，有賀祐勝までお申し越し下さい。

連絡先:干 108港区港南4-5-7東京水産大学資源育成学科

tel: 03・5463-0521伽:03-5463心687e-mail: yaruga@tokyo・u-fish.ac.jp

なお直接フォーラムの詳細を問い合わせたい方は以下の事務局へご連絡下さい。

Prof. R. J. King & Ms. J. Vivas 

School of Biological Science， University of New Sou白Wa1es，Sydney， NSW2052， AUSTRALIA 

tel: +61・2・662・2913，fi似:+61-2-385・2067

(アジア太平洋藻類学協会会長有賀祐勝)
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第2回 藻類学春のワークショップ開催について

昨年に引き続き， 7;菜類を対象として研究をおこなっている大学院生を対象に，i:巣類学の研究技術のレベルアッ

プをめざして，藻類学春の学校(ワークショップ)を開催します。 講義 ・ 実習の他，参加者各自の研究内~の紹

介と討論をおこない，交流をはかりたいと思います。今回の実習のテーマは「渓類学における電子顕微鋭技術の

初歩jということで，透過型電子顕微鏡および走査型電子顕微鏡の試料作製などに関して，いろいろな穣類を材

料とした場合の基礎的な方法を学ぶことを目的とします。これから藻類を材料に電子顕微鏡を使ってみようと考

えている，あるいは実際やってみても固定がうまくいかないといった問題を抱えている電顕初心者の大学院生を

歓迎します。昨年同様，教官のオブザーパー・飛び入り講師としての参加も歓迎いたします。

WJ 日 :1996年3Jol 30日-4月2日

場所 :筑波大学生物司;1学 系 (〒305茨城県つくば市天王台 ト1-1)

総 師:峯 一朗 (高知大学理学部)

ヰ111谷充イlド(神戸大学内海域機能教育研究センター)

堀口健雄 (北海道大学大学院理学研究科)

内 容 :1菜類学における走査型電子顕微鏡の初歩(実習)

藻類学における透過型電子顕微鏡の初歩 (実習)

細胞内共生と葉緑体の起源 (講義)

紅藻における受精の細胞学 (講義)

研究紹介 (参加者会員)と討論

定員 :約 10名

参加賀 :宿泊費(筑波研修センターを予定)と食費(実資) 約8，000-10，000円

参加希望者多数の場合には参加人数を調整させていただくことがあります。

詳細lについては申込された方に直接ご連絡します。

参加申し込み-問い合わせ先 :

干 060札幌市北区北 10条西8丁目

北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻

堀口健雄

TEL:011-706-2745 FAX:011-746-1512 

E-mail : horig@bio.hokudai.ac.jp 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
会員管理担当学会事務局の移転のお知らせ

1995年 10月1日より，会員管理担当の学会事務局が移転しました。会員異動，雑誌のバックナン

バー，雑誌の不着などに|刻するお問い合わせは，以下の宛先にお願いいたします。

干 305 茨城県つくば市天久保4・1-11翠立科学博物館織物研究部

北山 太樹

TEL: 0298-53羽 75(ダイ ヤルイン)FAX: 0298-53-8401 
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企画委員会よりスライドシリーズ頒布のお知らせ | 
日本藻類学会では，藻類の啓蒙のために，学会員有志多数の協力によって，藻類ス ライド

シリ ーズを作成しています。今回は，藻類の形態的多様性を，美しいスライドで紹介しま

す。微細藻類から大型海藻に至るまで全分類群を網羅して 100枚のスライドに編集しまし

た。教育用にはもとより，観賞用にもぜひお使いください。

日本藻類学会企画委員会

下記の要領で販売いたします。 ・・・・・・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・園田・・・・・
スライドシリーズ"藻類の多様性"(100枚組)

価格 20，000円 (個人購入価格)

30，000円 (公費購入価格)

Chlorarachnioll 

Licmophora Corallina afficillalis 

Prochloroll 

Sargasslllll giganteifolillm 

Cladophora sallteri 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
お申し込み及びお問い合わせ 184 東京都小金井市貫井北町4ートl

東京学芸大学生物学教室石川依久子 気付

日本藻類学会企画委員会

Tel. 0423-25引 I1(内線2665)Fax.0423-24-9832 

email.ikuko@u-gakugei.ac.jp 

公費購入の場合は代理庖ダイコーサイエンス株式会社が取り扱います。

本シリーズのスライドはクオリティーの向上のために差し替えることがあります。また，購入されたスライドは

講演会等で使用していただいて結構ですが，著作権はそれぞれのスライドの撮影者に属しますので，出版物等へ

の使用はご遠慮、下さい。
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英文誌 43巻3号掲載論文和文要旨

堀口健雄 :日本において二枚貝をへい死させる新種の渦鞭毛藻 Heterocapsacircularisquama (ペ リディニ

ウム目、渦鞭毛藻綱)

3忠良湾より新種の渦鞭毛藻 Helerocapsacircu/arisquamaを記紋した。本種は本州、|中音1¥から西日本の湾で大規模

な赤潮を形成し二枚貝とくに真珠貝に被害をもたらした。細胞は小さく，円 illjl~形の上殻と半球状の下殻からなる 。

葉緑体は l個でピレノイドを l個も っ ている 。 核は長tí~円形で細胞の左側部に位置する 。 鎧板西日列は Po， cp， 5'， 3a， 

7ヘ6c，55， 5"'， 2""である。本経は形態的には Heterocapsailldefinaに酷似しており，光学顕微鏡レベルではほとん

ど区別がつかない。しかしながら，出111胞鱗片の形態とピレノイドの微k:1l1構造によ って両者は区別されることが明

らかとなった。本種の細胞鱗 はほぼ円形の底板上に 6本の稜線が走るが，そのような稜線はほぼ三角形の H

IIdefinilの細胞鱗 には見られない。さらに鱗片を構成するそれぞれの刺は本経のものがH.illdefinilのものよりか

なり長い。 本程のピレノイド;J;~質はほとんど細胞質が貫入することは 1!!~いが， H.i/ldefinaのそれには多数の貫入

が観察される。鎧板配列，細胞鱗片の形態，ピレノイドの微n111構造に基づいて本種を Helerocapsa属の新穏と認

め記載した。(060札幌市北区北 10条西 8丁目北海道大学大学院理学研究科)

Yeon-Shim Keum¥Yoon Sik Oh**， In Kyu Lee* :韓国産の褐藻カシラザキ(ク ロガシラ 目)の形態と生活史

韓国産のカシラザキ HaJoplerislilicina (Grat巴loup)Ku巴tzmgにつき形態と培養による生活史の研究を行った。自

然i築体は岩上生で、高さ 3-5cm，房;Ij(で褐色をしており， 'is:なイサ若様から多数の互生する直立枚を発出する。自然

藻体を 10.C， 15.C， 20 "cの 121時間明より1， 121時間H音矧の条件下で培養したところ， 1 0 "cでは藻体は栄養成長だ

けを行い， 15"C， 20 "cでは単子獲を形成した。単子盤・胞子に由来する配f肉体は雌tJt異株で一部の側枝に雌t1t異

形の複子裂を形成した。 雌性の大配偶子とtJI~性の小配偶子の接合子に由来するJl包子体は成熟し単子裂を形成した

が，雌性配偶子では単為発生も見られた。本程は他のクロガシラ目の径と同線に同型の世代交代をすることが健

かめられた。(*Departmentof Biology， Seoul National University， Seoul 151-742 ;同Department01' Biology， Kyeongsang 

National Univ巴r5ity，Chinju 660-701， Korea) 

李 正錆 *・鄭 j容*・後藤敏 大韓民国産新種 Cyclotellaorientalis (珪藻綱)

大~Ü'~民医l殴向北道のイマ (Imha) 却lで採集された石而付着諜の標本から，新種 Cyc/ote/la orientalisを記載した。

本経は，それぞれの殻套有基突起から殻套縁へ向けて規則的に発達する，顕著な短い肋骨によって特徴づけられ

る。本種は Cyc/otellast巴lIigeroid1洋に属すると考えられる。類似種であるC.sterrigera var. ste/ligeraからは，殻套

有;)i!S突起が殻套縁からさらにVlllれて位置すること，殻変有基炎起の外界1l!11が長い円筒状であること，また，短い

肋骨を有することで区別される。本程はC.slerrigerll var. robusta， var. !Jya/inaとはさらに密な縁条線を有すること

で，また C.g/omerata， C. pseudoste//ig創刊C.sle/ligeroides， C. wO/lereckii とは，より大~の殻，より粗い縁条線を有

し，短い肋骨を伴った殻套有恭突起を有することによ って区別される。 ヤ 702-70 1 大韓民国大正1\直 ili~~市慶北大

学校自然科学大学生物学平1.，ドホ589大阪狭山1'11大野東 377・2近機大学医学部生物研究室)

Derek W. Keats :南太平洋フィジーの Hydrolothononkodesと Neogoniolithonに半内生する無節石灰藻の

一新種 Lithophyllumcuneatum (紅藻サンゴモ科)

フィジー肢の半|村生的なサンコーモ類の一新f1f[Lit!Jop!Jy/lum cUl1eatum (紅藻サンゴモ科)を記載した。本種は部

分的に宿主であるサンゴモ類の f-Iydro/it!Jononkodes (I-Ieydrich) Penrose巴tWoelkerling (時に Neogonio/ill】on5p.) 

の諜体に部分的に埋まる模状の~体に特徴がある 。 淡体は普通，宿主より色の )11t い小さない lまのように見え ， 一

つの忠111胞に由来する多数の直立細胞列から梢成される。恭昔日の出IIUJ包は認識可 能な場合には柵状ではな く， 二層に

なる部分はない。隣接する直立k:1I1!1包列は二次原形質述絡によりつながっている。諜休表而の細胞は二，三層で独

立したトリコサイトが普通に見られる。配{肉体は雌銚同株。有'聞の生殖部'*には椅円形の空隙に単純な造精器群

がみられる 。 ~tiltl:の生~jH惇*=には小推状の癒合制IIJl(y，の周辺部分に生じる 5-8 細胞性の造果枝がみられ，それらは

楕円形をした生殖器巣の表面を埋めている。匹l分胞子体の生殖器巣は単極で，表!替の細胞から形成されるおおい

を有し，~I燃には不稔純II Jl包からなる llqlJは見 ら れない。 半内生的であるにもかかわらず吸器の細胞はみられず， 色
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素体と光合成色素が存在する。 (BotanyDepartment， University ofWestem Cape， Belville， South Africa) 

Gwang Hoon KimヘInKyu Lee**， Laurence Fritz*** :レクチンから見た紅藻フタツガサネと Griffithsiapacifica 

の傷害修復機構

フタツガサネ (Anti的制nionnipponicum Yarnada et Inagaki) とGriffithsiapacifica Kylinの修復細胞への FITCで

ラベルしたレクチンの結合と，それらの栄養細胞の融合における生理学的な機能につき研究した。その結果，修

復細胞はレクチンのうち ConAと LCAに強く結合するが，そのほかのものでは結合はみられなかった。これら

のレクチンが死細胞の細胞壁に結合することから ConAと LCAに特異的な物質は修復細胞の尖端から分泌され

ると考えられる。細胞に傷害を与えた後さまざまな時間間隔の後に蛍光ラベルした ConAまたは LCAを与える

と，それらははじめに(傷害後3時間)隣接する細胞の先端に薄い層をなして接着した。その後(傷害後4-5時

間)蛍光は修復細胞の先端にも見られるようになった。これらの部位では修復癒合細胞で癒合部位で蛍光が狭い

環状になり減少するまで，強い蛍光がみられた。細胞に傷害を与える前にこれらのレクチンを加えると，修復機

構に阻害が見られたが，そのほかの対照として加えたレクチンではこのような効果はみられなかった。これらの

結果はかD-m組 nosyl残基をもっ糖タンパクがフタツガサネの傷害修復機構に関与していることを示唆している。

蛍光ラベルしたレクチンはこのような信号物質の追跡に有効な手段である。(*DepartmentofBiology， Kongju National 

University， Shingwandong， Kongjushi， Korea， 314-701 ;紳Departmentof Biology， Seoul National University， Kwanakgu， 

Seoul， Korea， 151-742; ***Northem Arizona University， Biology Department， Flagstaff， AZ 86011-5640， U.S.A.) 

菅野敏博γ会・中山英則 H ・新保園弘 H ・政田正弘*・田村五郎緑藻クロレラ (Chlorellavulgaris) のフヱ

レドキシンとフェレドキシン関連醇素の関係

緑藻クロレラ (Chlorellavulgaris Bhijerink) CKづからおおよそ 3:13: 1の割合で3種類のフェレドキシン (Fd

1， Fd II， Fd III) を分離した。この 3成分について生化学的特性について検討したところ，疎水性，等電点，ペ

プチドマップ，アミノ酸組成， N-アミノ末端が異なっており一次構造が異なる分子穫であることが推定された。

一生物中に複数存在するフェレドキシンの生理的重要性について検討するためフェレドキシン関連酵素(フェレ

ドキシン NADP+還元酵素，亜硝酸還元酵素，亜硫酸還元酵素)との関係を酵素化学的に比較した。 FdIIとFd

IIIは，ホウレンソウ由来の FNRによるチトクローム C還元を効率よく行ったが， Fd 1はまったくその反応を示

さなかった。 NiRでは， FDIIを用いた特異定数 (kca出 m) は高い値であったが， SiRでは kcat/Km値は低い値

を示した。 (*271千葉県松戸市松戸648千葉大学園芸学部生物化学研究室，判¥05東京都港区芝大門 2-4-6豊国ピ

ル5階クロレラ工業株式会 ) 

Dieter， G. M ωler :褐藻シオミドロ属の分類におけるベタイン脂質の意味と太平洋における初めての

Ectocarpus fasciculatus有性株の報告

褐藻シオミドロ属(島脱却us)の二種E.fasciculatus HarveyとE.siliculosus (DiIlwyn) Lyngbyeにはベタイン脂

質DGTAの有無において違いが見られ，前者には存在するが後者には見られない。南米チリ産の二つのシオミド

ロ属の培養株は種のレベルでの同定が困難であったが，異なる DGTAのタイプを示すことが明らかになった。培

養によって，これらの藻体は胞子体であることが示された。これらの減数胞子(単子嚢胞子)は脂質のタイプか

ら世蔵される種の配偶体を生じた。この新しい解析法の導入により E.fasciculatusの有性個体群の存在が太平洋

沿岸では初めて明らかになった。 (Facultyof Biology， University of Konstanz， D・78434Konstanz， Germany) 

Hans Qi¥Kristin A. Rorrer*， Zhi D. Jiang**， Gregory L. Rorrer* :褐藻 Laminariasetchellii (コンブ目)から

の非光合成カルス誘導の動態

温帯域の褐藻Lμ4却IIJj担ru到ガinariase刷et，化'chell.川1i.悩i“iS割剖ilv刊a治か、ら非光合成的な環境のもとで白色で糸状のカルス様の組織を誘導した。

藻体の茎部分の髄層から打ち抜いたデイスク状の組織を 1凶.5%寒天培地(句pH8幻)J:.で8"C (::!: 2"C)で暗黒化で

培養した結果， 8週間後にカルス様の組織を得た。打ち抜いた組織のうち 30%程度がカルス様の糸状体に発達し

たが，最終的には 3-6%だけが比較的大きなカルス様組織に発達した。¥Ommのディスクあたり 3.74::!: 0.93 mg 

(ディスク Igあたり 0.053g)のカルス様組織が得られたが， PES培地を用いた液体培地中での培養 (24阿101photon 

m-2s.') は成功しなかった。 (*Departmentof Chemical Engineering， Oregon State University， Corvallis， Oregon， 97331， 

U.S.A.; ** Scripps Institution of Oceanography， La Jolla， Califomia， 92093， U.S.A.) 
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璽藤総主:比三: 学会録事 I

1 学会事務局の移転のお知らせ

1995年 10月 l日より，会員管理担当の学会事務局 された。出席学会は穏生物学会，地物地理・ 分類学会，

が移転しました。会員異動， ~\fI~~tのパックナンバー， 植物分類地理学会，地衣類研究会，日本菌学会，日本

雑誌の不着などに関するお問い合わせは，以下の宛先 シダ学会，日本植物分類学会，日本蘇苔類学会，日本

にお願いいたします。 Ji，ii~類学会であった 。 お互いの学会の会員構成や学会大

会の|時期などに関する情報交換を行った後，会員名簿

〒305 茨城県つくば市天久保4ートl の共同作成，所属していない学会大会での発表の機会

国立科学博物館植物研究部 をお互いに与える問題や学会の大会を共同で開催する

北山 太樹 といった提案に対する討論がおこなわれた。それぞれ

TEL: 0298-53四8975(ダイヤルイン) の提案について国有の問題が指摘され，すぐに結論の

FAX: 0298-53・8401 出せる問題ではないことから，引き続き検討していく

ことになった。次回の表記会議の開催は 3月に神戸の

2. 植物分類学関連学会連絡会報告 予定。本件に関してご意見のある方は庶務幹事(堀口)

第二回の会合が 1995年9月28日金沢大学にて開催 までご連絡ください。

日本藻類学会々則

第 l粂本会は日本諜類学会と称する。

第2条 本会は族学の進歩普及を図り ，併せて会員相

互の連絡並に親|陸を図ることを目的とする。

第3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

l 総会の開催(年 l回)

2. ;i事類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3. 定期刊行物の発刊

4 その他前条の目的を達するために必要な事業

第4条本会の事務所は会長が適当と認める場所に置く 。

第5粂 本会の事業年度は l月 l日に始まり，同年 12

月31日に終わる。

第6条 会員は次の 5磁とする。

1. 普通会員(国内会員) (藻類に関心をもち，本会

の趣旨に賛同する日本に在住する個人で，役員

会の承認するもの)

2 普通会員(外国会員) (藻類に|刻心をもち，本会

の趣旨に賛同する海外に在住する個人で，役員

会の*認するもの)

3 団体会員 (本会の趣旨に賛同する団体で，役員会

の承認するもの)

4. 名誉会員 o築学の発達に貢献があり ，本会の趣旨

に賛同する個人で，役員会の抗日与するもの)

5 賛助会員(本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を

納入する個人又は団体で，役員会の推薦するもの。

第7条本会に入会するには，住所，氏名 (団体名)，職業

を記入した入会申込書を会長に差し出すものとする。

第8条

1. 囲内会員は毎年会費 7，∞o円 (学生は 5，∞o円)を

前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定

める名替会長を含む)は会費を要しない。外国会

員の会資は6'αm円 (年間)とする。会長の承認を

得た外国人留学生は帰国前に学生会貨の10年分を

前納することが出来る。団体会員の会費は 12，∞o
円とする。1'i助会員の会費は l口20，'αm円とする。

2. 本会の趣旨に賛同する個人又は団体は，本会に

寄付金又は物品を寄付する事が出来る。寄付さ

れた金品の使途は，第 IL粂に定める評議員会で

決定する。

第9条本会には次の役員を置く 。

会長 l名幹事若干名評議員若干名

会計監事 2名

役員の任期は 2年とし重任することが出来る。但

し，会長と評議員はひき続き3期選出されることは

出来ない。役員選出の規定は別に定める(付則第 l

条~第4条)。本会に名誉会長を置くことが出来る。

第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹

!J~は会長の )J. を受けて日常の会務を行う 。 会言 | 監

事は前年度の決算財産の状況などを監資する。

第11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に|均し

会長の諮問にあずかる。評議員会は会長が召集し，
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また文書を もって，これに代えることが出来る。 各地区 l名とし，会員数が50名越える地区では

第 12条 50名までごに l名を加える。

l 本会は定期刊行物 rPhycologicalResearchJ及び 2 総会において会長が会員中より若干名を推薦す

「藻類jをそれぞれ年4回及び3回刊行し，会員 る。但し，その数は全評員の 1/3を越えることは

に無料で頒布する。 出来ない。

2. rPhycological R巴searchJ及び「藻類jの編集・刊 地区割りは次の 8地区とする。北海道地区，東

行のために編集委員会を置く 。 北地区， I拘束地区，東京地区，中部地区 (三重県

3. 編集委員会の構成 ・運営などについては別に定 を含む)，近畿地区，中国四園地区，九州地区

める内規による。 (沖縄を含む)。

(付則) 第3条 会長，幹事及び会計幹事は評議員を兼任する

第 l粂会長は圏内在住の全会員の投薬により ，会員 ことは出来ない。

の互選で定める(その際評議只会は参考のため若 第4条 会長及び地区選出の評議員に欠員が~じた場

干名の候補者を推薦する事が出来る)。幹事は会長 合は，前任者の残余Jm問次点者をも って充当する。

が会員中よりこれを指名委嘱する。会計監事は評 第5粂 会員が rl菜類」のパックナンノミーを求めると

議員会の協議により会員中から選び総会において きは各号 1，750円とし，非会員の「議類jの予約購

承認を受ける。 読料は各号 3，000円とする。

第2条 評議員選出は次の二方法による。 第6条 本会則は 1996年 l月l日より改正施行する。

l 各地区別に会員中より選出される。その定員は

会員異動 j
新入会
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住所変更・勤務先名称変更・電話番号変更
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言卜 報

本会会員 梅崎勇氏は去る 1995年10月2日逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会
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B本学締議議万一tり .No.37 

戦略研究と高度研究体制の構築を

平成 7年 5月 日本学術会議広報委員会

今回の日本学術会議だよりでは， 4月に開催された第 121回日本学術会議総会の概要と総会第二日に行われ

た会長基調報告の内容に自由討議の議論を踏まえて修文した「我が国の学術体制を巡って」の一部を紹介します。

日本学術会議第121回総会報告

日本学術会議第121回総会は、平成7年4月19日から

3日間にわたって開催されました。

総会初日の午前中は、①「阪神・淡路大震災調査特別

委員会の設置」、②「国際農業工学会 (Commission

Internationale de Genie Rural : CIGR)への加入」の

2件が提案され、いずれも賛成多数で可決されました。

阪神・淡路大震災調査特別委員会は、平成7年1月

17日に発生した阪神・淡路大震災が、日本学術会議と

して緊急に対応すべき課題であるとの結論に達したの

で、 3月27自の第843回運営審議会において新たな臨時

(特別)委貝会として設置され、総会でゑ認することと

したものです。審議事項は、阪神・淡路大震災が提起

した問題点について、地震学、災害工学等自然科学分

野のみならず、人文・社会科学分野を含め総合的に検

討することとしています。

また、国際農業工学会への加入は、従来、日本学術

会議が日本の科学者の代表機関として、国際学術連合

ICSUを始めとする46の国際学術団体に分担金を支

払って加入していますが、今回の新規加入の承認によ

り、その数が47となり、国際農業工学会に対応する園

内委員会は、農業土木学研究連絡委員会となります。

総会2日目は、伊藤正男日本学術会議会長から、「日

本学術会識の課題~高度研究体制を目指して-Jと題

した基調報告が行われ、会長が提起したさまざまな課

題について、会員聞の自由討議が繰り広げられました。

この報告は、昨年の第120回総会において第16.期活動

計画を定めてから既に半年を経過しており、この聞の

多彩な活動を通じて伊藤会長が考えてきた問題、特に、

我が国の学術体制の問題を中心に適宜取捨選択したい

くつかの課題について、伊藤会長自身の見解を述べ、

人文・社会科学分野から自然科学分野わたる幅広い会

員各位の意見を聞き、会員に共通の基本認識を深める

ことを目的として行われたものです。

なお、伊藤会長が、基調報告の内容に、自由討議の

議論を踏まえて修文した「我が国の学術体制を巡って」

は、序文の他7項目から繕成きれていますが、そのう

ち2項目について紹介します。

我が園の学術体制を巡って(抄)
一戦略研究と高度研究体制一

<r戦略研究J とその怠縫〉

大学では知的興味に基づく基礎研究を、企業では実

用上の重要性を持つ応用研究を、という古典的な役割

分担はもはや成り立たなくなっている。最近英米両国

で基礎研究と応用研究の聞に設けられた「戦略研究J

のカテゴリーは、工学、農学、医歯薬学系の研究室で

は意識しないまま基礎研究として行われてきたものを

多〈含み、また企業において「目的基礎研究」と呼ば

れるカテゴリーとほぼ対応している。研究者の知的興

味と実用価値とは一般的にいって相反するが、そのい

ずれかに限定せず、両方の要素を両立させるカテゴリ

ーである。研究費を受ける側にとっても、出す側にと

っても受容し易い論理を提供し、科学政策上甚だ有効

日本学術会議会長伊藤正男

な盤理概念である。(中略)

我が園においては、応用研究に優れる一方、基礎研

究は一般に貧弱であり、我が国の応用研究はむしろ圏

外の基礎研究を基盤とすることが少なくなかった.こ

の点は英国とはちょうど事情が逆であるが、解離した

基礎研究と応用研究の聞を埋める必要があるのは同様

である.この解離の社会的背景にはやはり我が国独自

のものがある。我が園の大学においては、研究の自由

の主張と産学協同の弊筈に対する危俣が強かった一方、

企業の方では、我が園の大学の基礎研究にあまり大き

な利用価値を見い出きなかったといっては言い過ぎで

あろうか.率直に言って、今日でも多くの企業家は、

大学等で行われる基礎研究に利用価値を認めるのでは
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なくて、薬礎研究に対する精神的な共感ないし慈善 (チ

ャリテイ}の気持わから、人材供給のパイプをつなぐ

H的のため、あるいは基健研究只乗りの非難をかわす

ために、これを支援する必要があると考えておられる

ように見受けられるといえば誤解であろうかa 企業等

から大学への奨学事寄付金が平成4年度501億円に及んだ

のはまことに喜ばしいことであるが、受託研究費が53

億円に止まっているのは、依然として企業にそのよう

な潜在窓識のあることを示唆するように思えてならな

い r戦時研究」の概念は、大学等でこれまで義礎研究

として・揺されてきたカテプリーの中で、近い将来に

応用される可能性を持つものに特別の照明を当て、そ

の企業との近縁陸を意識きせる効果がある.また、会

社等?使われる基礎研究費は、年間6千50億円にのぽ

るが、これは実際には大部分が「戦略研究」に向けら

れていると推測され、ここに大学等の研究者との協力

の大きな索地が十分にあることが示唆される。(中略)

「脳の科学と心の問題」特別委員会が4月18Rの連合

部会で中間報告された問題を例に Eると、脳がいかに

働いて心を生み出すのかの謎を解〈ことは、基礎科学

の最終問題といってよいほど根源的な人間の知的興味

の的である.140億といわれる膨大な数の神経細胞の働

きがいかにして一つの意識という去とまった働きに統

合されるのかは、ぞれ自体極めて深速な基礎科学の問

題である。しかし、脳の術究はその物質的なメカニズ

ムの解明により、脳神経系の病気を根絶し、脳の老化

を防ぐといヮた医療上の大きな「戦略性 lを学んで'.‘

る。また.将来脳の情報処理の仕組みが解明されれば、

ニューロコンピュータのような新たな原理を持つ情報

機械を生み出す工学上の「戦略性ーも極めて大きい。

さらに、心のレベルについても、育児や教育の参考に

なり、産業心護学を助け、災害時の特異な心理現状態へ

の適切な対処を示唆するなど、人文・社会科学の広い

分野での「戦略性」がある。米国の研究者がいち早〈

議会に働きカ付、 1990年に始まる麟の10~'-Decadeof the 
Brainが決議され、プ';.'シニι大統領が行政機関に対して

脳の研究への支援を要請したのも、これらの戦略性に

着凶してのことに他ならない。

このように、「戦略件Jに注目して強力な研究支援を

行うことは、基礎科学としての脳研究にとっても、助

けになりこそすれ妨げになるとは思われない.一般的

にも「戦略研先」への支援からその基盤であゐ純粋義

礎研究への波及効果が期待できるが、ただ、必ずしも

それが望めない分野も少なくない点は注意を要する。

研究者の中には、「戦略研究」を重視すると純粋基礎研

究が圧迫きれ，置き去りにされる恐れがあるとして警

戒する向きも少なくない.基礎科学の紙は人岡本来の

知的興味にあり、応用とは無線のところから始まるこ

とは確かな事実である。このような知的興味に昔:J(

基礎研究を重視し、支援することが知的な文化的社会

にとって有意義であることはもちろんであるaあるい

は、レーザーの発見のように純粋基礎研究の成果が長

い時間の聞に周辺技術の進歩により大きな戦時価値を

持つようになった事例は数多くあり、基礎研究に潜在

する戦略性を予見することの困難さも指摘される.最

近漸〈基礎研究への理解を深めてきた我が国の社会に

l戦略研究」の概念を持ち込んで、逆効来を招くことは

私の本意.ではない。私が強調したいのは、我が国にお

いては本米基礎研究が弱体であったのに加えて、戦略

研究.もまた明確に意識されず、大学と企業の聞が空

白のままに置かれてきたことである。この空白を埋め

るために、基本的なコンセプトにまで遡って大学圭企

業の関係を再構築することの必要性である。

〈殺が固に「高度研究体制」を〉

歴史的な変化の時に当たり、学術の格段の推進が待

望きれる今日、世界k我が同の学術体制lこまつわる多

くの問題を指摘したω 我々は、多くの現実的な制約の

下、先行きの不透明さに悩みながらも、次の世紀に向

けての見通しを明らかにしようと努力しているが、こ

こにおいて、特に研究者の立場からの発想を基に「高

度研究体制IJJとも呼ぶべき我が園の将来の学術体制を

構想することが重要と考える。

この体制を実施可るためには、まずともかく大きな

研究資金が必重要である.ゆっく 9ながら堅実に改蓄を

図ってい〈我が園得意のグレードア')'プh・式では、こ

の競合的な世界の中で生き磁ることは難かしい。すで

にすっかO体制を整え直し、急速に進みだした世界の

進度に遅れないようにするだけでも容易ではない。激

しい先取権争いから脱落すれば、すぐ速く置き去りに

されてしまう g これまでのように、他国が多大の犠牲

を払って開拓した路を安全に辿っていくことはもはや

できない.誰にとっても始めてのフロンテイアで、世

界と互角に公正に競争していかなければならない。こ

れまでのように、巌小の投資て最大の効果を挙げるこ

とは望むべくもない。最大の効果は最大の投資をする

ものにしか保証きれない。(中略)

このような「高度併究体制」は、前期において日本

学術会識が提案した国際貢献のための新システムの構

想を包含し、昨年9月我々が採択した第16.期活動計画

の精神を凝縮して視するものである.恐ら〈は我が園

の術究者の多くが抱いている強い願望の表現であるが、

ただの願望ではなしこのようなものがなければ、我々

研究者の未来はありえないという厳しく強い要舗を含

んだものである，研究者本米の自闘で創造的な学問的

興味を追求しながら、岡や社会の強力な要請に応え、

深刻会地球規模問題の解決に尽力することを可能にす

るためには、なくてはならない体制である.

戦後50年-問、営々として築いてきた我が留の学術の

現状が、このような要諦にどのようにに接近し、ある

いはどのようにまだ速いのか、今こそ冷徹に分析すべ

き時である. I:l本学術会裁の審議の中から、この「高

度研究体制」のあるべき姿をより具体的に現せば、そ

れは今日我が困の学術体制lの現状を映し出し、それが

いかに高度とはいいがたい状態にあり、むしろ至る所

に危機的な状況が伏在していることを示すだろう。そ

して今後、我々が努力を結集すべき明確な目標を与え

てくれるであろう。

(全文は、日:本学術会議月報平成7年5月号参照)



263 

B本学術委譲il!~~~υ .No.38 
ん 一 一
公開講演会「産業空洞化問題を考える」開催さる

平成 7年9月 日本学術会議広報委員会
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今回のH本学術会議だよりでは 7月に開催された日本学術会議キ俄公開講演会「産業空洞化問題を考え

る」の概要について紹介します。

日本学術会議は、学術の成果を市民に直媛還元する

ための活動として、日本学術会議会員が講師となって、

市民を対象に年2園、日本学術会議主催の公開講演会

を開催しています。

円本学術会議のグローパリーゼーションと社会構造

の変化特別委員会は、いわゆるグローパリゼーション

の進展によって我が国の経済・社会が受ける諸積の影

響E、それに伴う様々な問題点を吟味し、今後、我が

岡がとるべきそれらへの対応策の在り方を検討するこ

とをその任務とし、特に、現在の我が固にとっての最

も重大な危機的事態とも言うべき「産業空洞化Iの問

題の分析に最重点を置いて、審議を進めつつあります。

今回の公開講演会では、との特別委員会によるその

ような分析・審議の成果を踏まえて、 3人の講演者に

よって、まず、(1)我が国の経済を全体として見てマク

ロ的に考察するという経済学的な視点からは、現在の

長期不況と異常な「円高」に伴って余儀なくされつつ

ある我が悶産業の l空洞化」という事態をどう捉え、

また、それに対応するべき経済政策はどうあるべきか、

そして、次に、 (2)技術工学的な観点からすれば、この

ような現在の状況はどのように把握され、また、それ

について、どのような問題点が指摘されるべきか、そ

して、さらに、 (3)企業経営の面から見た場合、このよ

うなグローパリゼーションのインパクトはどのような

意味を持ち、我が国の1I':業はどのようにそれに対応し

つつあるのか、という 3つの視角からの分析が行われ

ました。

この講演会は、平成7年 7月14日(金)の午後1時

20分から、日本学術会議講堂において約200名の聴講者

を集め開催されましたので、その概要をお知らせいた

します。

。 次第

O 司会

l 開会の辞

2 挨拶

問題提起

3 講演

吉田民人(第 1部会員)

利谷信義(日本学術会議副会長)

吉田民人(第 l部会員)

(1) 日本経済再生の方途

汁泌春喜(第3部会員)

(2) 技術移転と空洞化

富浦 梓(第 S部会員)

(3) グローパリゼーションと日本企業の多国籍化

岡本康雄(第 3部副部長)

4 質疑応答

5 閉会の辞 西島安則(日本学術会議副会長)

。問題提起

吉田 民人(第 1部会員、中央大学文学部教授)

空洞化という言集は、英語てつ才ローイングアウト

と言われ、とれが最初に問題になったのは1960年代の

アメリカであり、当時ECにアメリカの山動車あるい

は電機産業が出て、アメリカの労働組合が、ジョプ、

つまり仕事の輸出であるということでかなり反対した

といったようなところから始まって、日本でも、 1960

年代の後半には東南アジアに直接投資が開始されてい

た。もちろんこの種の問題は、経済のグローパリゼー

ションという、まさにグローパリーゼーションと社会

構造の変化特別委員会が担当しているテー7 の一つで

あるが、その空洞化が特に辰近、円高の状況の中で国

際量産争力の著しい低下を招〈ということで、ますます

加速きれるというふうにみられているわけで、この種

のテー?をグローパ I}ゼーションと日本の社会構造の

変化の中でも最も緊急のテー?のーっとして取り上げ

ることになった。

空洞化といっても産業の空洞化、金融の空洞化、技

術の空洞化、あるいは産業の空洞化も生産の空洞化、

経営の空洞化あるいは雇用の空洞化といったさまぎま

な側面があるわけで、主としてその辺の問題を「産業

の空洞化J eいう一言である意味でラフに総括きせて

いただいた企画てーある。

中身は三つあり、(1)日本経済をマクロ的な角度から

見ての空洞化の原因とその対策について、 (2)技術の空

洞化に闘して、 (3)ミクロ的な企業がグローパリゼーシ

ョンの中で国際化していく。まさにそういう意味で言

えばミクロ的であると同時にグローバルな、その意味
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でマクロ的な観点から、それぞれ講演が行われる。

ここで出る問題は多岐にわたるが、基本的には空洞

化の原因の究明在、それに対する対応策というこつの

側面からの講説となるが、例えば大蔵省のす.場あるい

は日銀の烹場、あるいは地方公共団体の立場、あるい

は企業の立場、それぞれの立場によって微妙に特殊利

益が反映せざるを得ないような問題繕造になっている

が、研究者というのはそういう特定の、つまり職業的

な集団の利益から地較的解放されて、非常に客観的な

判断をすることができる駿業集団に属しておることか

ら、できるだけ客観的に、一般的に特殊な利害にとら

われない角度からの検討をさせていただくことになっ

ているので、研究者としてはこういう見方をしている

んだということをぜひお聞きいただきたい。

。日本経済再生の方途

~円高と産業空洞化問題をどう考えるべきかー

丹羽春喜

(第3部会員、グローパリーゼーシヨンと1
社会構造の変化特別委員会委員長 / 

ケインズ対反ケインズ

経済学の50-100年の退歩

一ーベトナム後遺症的ニヒリズム一一

政策の不合珂.件:t長期経済停滞

三重の悪循環的ジレン?による不況の永続化

「信賞必罰」システムのフロート制と「円高 iの

責め苦、そして産業空洞化

「低成長→低税収→財政赤字→緊縮財政→不況

永続イ包」の悪循環

「リストラ不況.の危険性

20年以上もの超長期不況

結果としての「近隣窮乏イ包」政策(対外経済摩

擦の根本的原因)

l正常な」悶際分業と「異常な」空洞化とを混同

するな

ミスリ・・ディングな.成熟経済」パラダイム

庖大なデフレ・ギャップ

一一それを直視しようとしない『経済白書」

の危険性一一

「規制緩和」、「リストラ」、「行革」、「市場開法」、

等々の限界と欺鴎性

「合成の誤謬」の問題をまじめに宿御しようとし

ない風潮

朝野をあげての幼児化現象

必要な「最善のシステム lビジョン(市場経済+

凶民経済予算)への回帰

一一むしろ、デフレ・ギャップこそ「真の財

源J一一

震災復興と被災者支援の政策はどうあるべきか

一一国家の本質的な機能とは何か一一

混迷からの脱却へ

およそ、上記のような諸項目について、問題点を解

きあかし、日本経済再生の方途について、国民経済予

算制度を現在の市場経済をベースにしている経済体制

に組み込むべし等の提言を行いました.

。技術穆転と霊・洞化

冨浦梓(第 5部会員、新日本製織鮒常任顧問)

製造業は全て技術の発明と、その移転によって、拡

大、発展を成し遂げてきた，鉄鋼業における技術移転

の歴史を振り返ってみると、一般的に技術の個人依存

性が高いものほど移転が困難であり、技術の表象可能

性の高いものほど移転が谷易である事に気がつく a

技術の完全な表象には多くの困難が存在し、それ故

に未だ経験に依存するところが多い。技術の表象可能

件.を高めるには、製造に伴って生ずる現象を分析して、

基本過程を取り出し、それ等を統合して新たなシステ

ムを発現するという行為の繰返しが必重要とされる。

このような経験の科学化を継続的に行われないとす

ると、技術の空洞化が生じやすくなる.

このような点について着目し、技術移転と空洞化に

ついて、生産技術としてのて学から社会技術としての

工学へのシフト等の具体的提案としてまとめました。

。グローパリゼーションと日本企業の多国籍化

岡本康雄{第3部副部長、青山学院大学園際

政治経済学部教授)

日本の製造企業は、 1960年代後半東南アジアに生産

拠点を紬とした海外直接投資を始めた.そして70年代

に入ると、貿易摩擦回避がらみで米国向けの海外直接

投資が、電機・電子、さらに乗用車といった分野にお

いて大規模に行われるにいたったe EUにも同 1:様な

分野での生産拠点、の形成が進められた.この間、口本

企業の競争優位資源の海外移転が果たしてどのように

行われうるか、が重要な課題であった。

他方、世界規模では、各国、特に先進国聞の所得水

準の平準化と市場の同質化技術水準の均等化と革新の

同期化が進み、情報通信技術の急速な進歩とそれによ

る伝達コストの低下、各国制度の自由化がこれに加わ

って、 80年代国境なき経済ーーグローパリゼーション

が急速に進展し、グローバル規模での灘争が重要な課

題であった。

そして80年代後半からは、アジアNIES、90年代

にはアセアンが台頭し、東アジア全体がグローバルな

注目を浴ぴるにいたっている。そして日本は.急速な

円高によりアセアンへの生産移転を急テンポに進めざ

るをえなくなっている。それは、円本圏内の空洞化を

誘発している。

これら三つは、今現在、同時解決を求められている

課題である，このトライア I~について考察しました。

楽 なお、この講演会の模厳については、前回の講演

会と同線、日学双書N~4r産業空洞化問題を考える l

として、側}日本学術働力財団より刊行予定です。
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日本産海藻目録 (1995年改訂版) (43巻2号掲載)正誤表

Errata for Checklist of Marine Algae of Japan (revised in 1995) 

ページ Page行line 誤 for 正 read

117 左L 27 Mueller Muller 

125 左L 6 difforrnioides difforrnoides 

132 右R Deaspm Deason 

133 右R 33 [Rhodochoはonhyalosiphoniae] [Rhodochorton hya1osiphoniae] 

134 左L 20 subimmersum subimmersa 

135 左L 31 [Nemalionaceae (Farlow) De Toni et Levi， 1886] 削除 delete)

135 右R 3 orientali orientalis 

136 右R 9 [Cheilosporum yessonese] [Cheilosporum yessoense] 

136 右R 38 (Weber-van Bosse et Foslie) (Weber-van Bosse etFoslie) Foslie 

137 左L 47 sonderi sonderi 

137 左L 48 SplSSUm SplSSUm 

142 左L 16 [lancifolia] [Nemastoma lancifolia] 

144 右R 33 (1. Agardh) (C. Agardh) 

145 左L 25 おけさきぬいとぐさ おいわけきぬいとぐさ

147 左L 23 Grodon Gordon 

148 右R 27 camosus camosum 

150 左L 10 glomerata C. Agardh glomerata (C. Agardh) Noπis 

150 右R 9 えちごひめいとぐさ えちごひないとぐさ
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編者=徳田 虞・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗

本書は、天然の油で溜藻がどのような姿で生えている

のかをつぶさに見てとることの出来る海藻生態図鑑であ

ると同時に、人為的に投入しだ藻礁に如何にして海藻を

生やすか、を紹介しだ世界に例のない図鑑でもある。

-85判上製総ページ 198p
力ラ一ページ 179p

定価 14800円 (税込/送サービス〉
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藻場造成にかかわる万々はもちろんのこと、海洋環境の保全に意欲と関山をお持ちの一般

の万々にも、本書は幅広く受け入れられるであろう。

英語版も完成f|
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定価15，000円(税込/送サービス〉
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護類のライフヒスト9ーをオ9ジナノνの線図に解説をつけ見聞きで示すf

藻類の生活史集成金3巻堀 輝三編(送料各巻450円)
85判・ 450頁・定価8.240円
85判・ 424頁・定価8.240円
85網J• 372買・定価7.210円

第1巻緑色藻類(185種}
第2巻褐藻 ・紅藻類(171種)
第3巻単細胞・鞭毛藻類(14B種)

藻類の研究者115名が自らの研究成果と資料をもとに執筆に当り，現時点で明らかになってい

る藻 (502種)の生活史・生活環を線図で集大成した初めての本。

本書の構成は，図を左頁に対面する頁に和英の解説文をつけて， 2ページを 1単位として組

み立ててある。執筆者によるオリジナルの線図は，藻類のライフサイクルを一見して理解させ

それに簡明な解説を付す。さらに教育的配慮から多くの種について分布図を，そして各巻ごと

に同義語を，各巻の巻末に学名総索引・和名索引を収録して読者が使いやすいよう工夫した。

寝類を専門とする研究者や中学・高校の生物の先生，水に関連する研究所や企業の方々を初め

藻類に興味をもっ人々にとって，長い間出版か望まれていた本である。[呈内容案付]

一一新刊刊行のお知らせ

藻類の種の分類と同定に役立つ写真と解説。 J5;巻発行/

淡水藻類写真集第15巻 EfghmzpE10円
2穴・並製箱入り{干各380円)

既刊 1・2巷定価4.120円/3-10巻定価5.150円/11巷~定価7.210円(16巷.96年3月刊)

藻類の生態

日本淡水藻図鑑

藻類学総説

水の環境科学

秋山優・有賀祐勝 A5判(上製函入)倒8頁
共編

坂本充・横浜康継 定価13.184円(干450円)

植物組織学
猪野俊平著植物組織学の定義・内容・発達史か
ら研究方法を幅広く詳述した番。 定価18.540円

生物学史展望

数理分類学

植物細胞遺伝工学台湾産浮遊性藻類(英文)

水辺の科学 ナマコとウニ

内田老鶴画
事 112東京都文京区大塚 3-34-3 
電話(03)3945・6781 FAX (03) 3945-6782 

呈図書目録

{価格は税込)
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